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今
年
３
月
以
降
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
伴

い
、
時
限
的
な
措
置

と
は
い
え
、
電
話
等

再
診
の
要
件
が
緩
和

さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
電
話
や
情

報
通
信
機
器
を
用
い
た
初
診
で

の
診
療
が
認
め
ら
れ
た
。
確
か

に
、
医
療
機
関
に
受
診
す
る
患

者
さ
ん
の
中
に
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
罹
患
し
た

方
が
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
市

民
と
医
療
従
事
者
双
方
に
と
っ

て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
は
事
実

で
あ
る
。

保
険
診
療
上
の
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
料
は
２
０
１
８
年
４
月
か

ら
は
じ
ま
っ
た
が
、
決
し
て
患

者
・
医
療
者
側
か
ら
の
要
請
で

は
な
く
、
経
済
財
政
諮
問
会
議

や
規
制
改
革
会
議
な
ど
、
主
に

財
界
か
ら
の
圧
力
で
導
入
が
決

ま
っ
た
。
現
在
、
国
の
審
議
会

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
私
た
ち

の
生
活
様
式
の
変
革
、
つ
ま

り
、
デ
ジ
タ
ル
化
・
オ
ン
ラ
イ

ン
活
用
の
推
進
が
必
要
と
し
、

医
療
分
野
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
や
オ
ン
ラ
イ
ン
服
薬
指
導
の

拡
充
、
電
子
処
方
箋
の
発
行
な

ど
、
ま
す
ま
す
非
対
面
で
の
診

療
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
議
論

が
進
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
当
協
会
が
実
施
し

た
第
二
次
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
慢
性
疾
患
を
も
つ
患
者
の

定
期
管
理
が
で
き
な
く
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
病
状
が
悪
化
し
た

ケ
ー
ス
が
複
数
み
ら
れ
た
。
医

療
は
、
医
療
者
側
と
患
者
・
家

族
が
直
接
対
面
で
話
し
合
い
、

診
察
、
検
査
を
し
て
初
め
て
安

心
・
安
全
が
担
保
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
安
易
に
オ
ン
ラ
イ
ン

化
を
加
速
さ
せ
る
べ
き
で
は
な

い
。

保
険
医
協
会
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

る
医
療
・
介
護
現
場
へ
の
影
響

を
調
べ
る
た
め
、
第
二
次
会
員

ア
ン
ケ
ー
ト
と
、
介
護
分
野
の

中
で
も
特
に
こ
の
間
甚
大
な
影

響
が
出
た
と
思
わ
れ
る
県
内
の

通
所
系
介
護
事
業
所
（
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ

（
デ
イ
ケ
ア
））
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
依
然
と

し
て
医
療
・
介
護
の
現
場
で

様
々
な
問
題
が
起
き
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
元
に
、
石

川
県
知
事
宛
の
「
医
療
・
介
護

提
供
体
制
等
の
確
保
に
向
け
た

緊
急
要
望
」
を
取
り
ま
と
め
、

８
月
５
日
（
水
）、
三
宅
靖
会

長
と
事
務
局
が
石
川
県
庁
に
出

向
き
、
高
橋
健
司
医
療
対
策
課

長
、
瀬
戸
裕
之
長
寿
社
会
課
長

と
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

三
宅
会
長
か
ら
は
、
医
療
提

供
体
制
に
関
し
て
、
①
衛
生
用

品
の
安
定
供
給
体
制
を
確
立
す

る
こ
と
、
②
各
種
支
援
制
度

の
周
知
徹
底
と
手
続
の
簡
略

化
、
拡
充
を
行
う
こ
と
、
③
院

内
感
染
対
策
に
対
す
る
診
療
報

酬
上
の
評
価
拡
充
と
、
そ
れ
に

伴
い
患
者
自
己
負
担
が
増
え
な

い
よ
う
な
策
を
国
へ
要
望
す
る

こ
と
、
④
受
診
控
え
に
よ
る
慢

性
疾
患
等
の
重
症
化
防
止
の
た

め
、
安
心
し
て
医
療
機
関
を
受

診
す
る
よ
う
広
報
す
る
こ
と
な

ど
を
要
望
し
ま
し
た
。
ま
た
、

介
護
提
供
体
制
に
つ
い
て
は
、

①
事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
縮
小
に

伴
う
利
用
者
の
身
体
機
能
・
認

知
機
能
の
低
下
な
ど
の
実
態
を

県
と
し
て
把
握
し
支
援
す
る
こ

と
、
②
以
前
よ
り
人
手
不
足
、

過
酷
な
労
働
条
件
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
中
、
事
業
所
職
員

の
不
安
が
加
速
し
て
お
り
、
安

心
・
安
全
に
働
け
る
環
境
整
備

を
県
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
、
な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

先
方
か
ら
は
、
地
域
医
療
を

支
え
る
開
業
医
師
・
歯
科
医
師

に
対
し
て
の
お
礼
の
言
葉
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
衛
生
用
品

の
安
定
供
給
・
備
蓄
に
こ
れ
か

ら
も
努
め
て
い
く
こ
と
、
感
染

拡
大
防
止
等
支
援
事
業
や
医
療

従
事
者
慰
労
金
等
の
支
援
制
度

に
つ
い
て
、
安
定
し
た
支
給
体

制
の
構
築
準
備
を
進
め
て
い
る

旨
の
お
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
懇
談
は
30
分
程
度
で
し
た

が
、
医
療
・
介
護
現
場
の
実

態
を
直
接
伝
え
る
こ
と
が
で

き
、
有
意
義
な
懇
談
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
地
元
新
聞
社
・

テ
レ
ビ
局
が
取
材
に
訪
れ
、
県

民
に
広
く
発
信
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ

そ
、
保
険
医
協
会
の
目
的
で
あ

る
「
保
険
医
の
権
利
を
守
る
」、

「
国
民
の
医
療
と
福
祉
を
充
実

さ
せ
る
」
に
立

ち
返
り
、
地
域

医
療
提
供
体
制

の
安
定
に
よ
る

県
民
の
健
康
を

守
る
た
め
の
活

動
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
の

で
、
引
き
続
き

の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

新型コロナウイルス感染拡大をふまえた第 2次補正予算では、
医療・福祉の提供体制の確保に2.7兆円の予算が確保されました
が、喫緊の課題である全ての医療機関への財政支援については、
慰労金、感染拡大防止などの支援にとどまりました。医療機関の
経営状態の悪化は深刻であり、地域医療の崩壊につながることが
危惧されます。
石川県保険医協会では、 8月 5日から標記の緊急会員署名に取

り組み、 8月27日に石川協会集約分の119筆を含めた 1万1685筆
を保団連を通じて国会議員等へ提出いたしました。ご協力いただ
き、ありがとうございました。

高橋健司医療対策課長（写真右）に要請書を手渡す三宅会長

石川テレビでの報道の様子（8月5日）

慰
労
金・感
染
拡
大
防
止
等
支
援
事
業
の
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申
請
ス
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面

石
川
県
と
の
懇
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第
二
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会
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ア
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ケ
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1.	 衛生用品の保有状況

2.	 患者の受診動向	─	患者数の減少率

3.	 患者の受診動向	─	受診間隔の変化

4.	 患者の受診動向に関する意見
<病状悪化>
4月17日〜5月7日まで休診し、急患のみ診療したが、高齢者の患者さんが、我慢の
末、来院された時には疲れ切っていて、受付前でいきなり倒れて、救急車を呼ぶ事
態になった（歯科）。
糖尿病患者さんで受診が不規則となり、悪化する場合が多かった。
受診間隔が空いた、あるいは家族が代理で薬のみ取りにくる患者の中に、脳梗塞や
転倒による骨折で入院した人が数名いた。久しぶりの採血でも生活習慣病の悪化が
目立つ。

根治中の仮封ダツリで病状出現。

1月〜5月まで、薬のみが続いて、原因不明の腎機能障害の発見が遅れた患者さんが
いた。

テレビで、歯科を受診すると新型コロナに感染すると言われたので、我慢していた
ら抜歯するほどひどくなっていた。きちんと感染対策をしていることを伝えてほ
しい。

受診をひかえ、悪化してから来院する小児の患者が増えた。

受診をためらい、歯髄炎に悪化した方が複数名いました。

HbA1c 7％まで改善していた糖尿病患者が、4カ月受診しない間に、HbA1c 11％
まで悪化し、眼底出血が認められた。

薬だけになってしまう方が増え、検査の間隔が空いてしまい、データが悪化してし
まった方もおられました。悪化しても大きい病院に紹介するのを拒否された方もお
られました。

長期処方の場合、途中症状悪化に早期に気づきにくく、治療開始が遅れる。心不全
の体重増加など。

歯周病の病状悪化が多くみられます。

受診を控えていた時期に、歯周病が悪化したり、う蝕処置が遅れたりした患者さん
がいます。そのような方は、現在は治療間隔が短くなっています。

<受診控え>
糖尿病の毎月ごとの血糖フォローをしなくなる患者が出てきている。

内服切れの後、来院する事例が増えた。

5月の減少が一番大きく、約30％の減少であった。

要受診者の付き添いの家人が来院をこばんでいるのか?従前、土曜午前が忙しかっ
たが土曜日の受診が極端に減っている。

受診間隔が長いために一度にたくさんの症状を訴える患者さんも多い。そのため検
査も必然と多くなってしまう事例がある。

骨粗鬆症などの長期慢性疾患の診療停滞あり。内服薬中止など問題あり。

薬を取りに来られない方がいた。電話で薬出してほしいと言う方が多くなった。そ
の電話ではっきりとコロナに感染するから薬だけください、と言われました。医療
関係者が全員感染源のように思われて悲しかったです。

えてしてリハビリの患者さんなので自分でコントロールして必要時に来院のよう
です。

一度受診間隔をあけるとなかなか元に戻らない。

病状の不安定な患者ほど長期処方を希望することが多い傾向あり。

定期来院の方、ほとんどがコロナおさまってから行きます、とのこと。

治療中断の患者さんが感染拡大前より増えている。

胃カメラは再開することができたが、検査や受診に対する患者さんの不安が増して
いるため、例年に比べると検査を今年はやめておくという人が多く、この後の病状
の悪化が懸念されます。

治療中断のケースが少なくない。処方のみの長期無診察が増加。

患者が「薬のみ」に慣れて、診察を受けなくなった。

<その他>
患者数の激減で経営がかなり不安です。

患者様が密にならないように、アポイントに余裕をもたせているため減少となり収
入減となり、経営が赤字に。

連絡なしキャンセルが散見する。

キャンセル（無断キャンセルも半分あり）の続出に困っています。医院はその患者
さんのため、複数のスタッフを待機させ（Drも）、滅菌器材等を準備し、他の患者
さん（ご希望多い時間帯に）をアポ入れずに、すべて無駄になり、その分の損失は
大きく（数万円に及ぶ）、キャンセルはコロナだからと言って、勝手に行ってよいも
のでしょうか。

①患者の好きな時間に来てもらうスタイルだったが容易に「3密」になってしまっ
た。それを嫌って、近所のできたばかりの内科へ移っていった人が数人出てしまっ
た。②かぜを引いて来た時に、フル装備で診察したら「コロナ扱いされた!!」と怒っ
て来なくなった人が数人いた。③アレルギーの人、かぜの人が激減しました。

受診間隔の空く患者たちがなぜか集中して受診する日が時々あって、混雑する時と
少ない時のムラがひどくなった感があり、対応が大変。

各病院でコロナウイルス検査をできるようにしてほしい。

初診時のオンライン診療は不安が多くてできません。
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図1　衛生用品、防護具の保有状況
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図2　前年同月比での4月、6月の患者数の減少割合

表1　前年同月比での4月、6月の患者数推移

4 月 回答数（割合）
増加  4（2.3％）
減少 153（89.5％）
変化なし  8（4.7％）
無回答  6（3.5％）

6 月 回答数（割合）
増加 12（7.0％）
減少 126（73.7％）
変化なし  23（13.5％）
無回答 10（5.8％）

表2　本年4月→6月での患者数の変化

  回答数（割合）
4月→6月で回復 99（57.9％）
4月→6月で悪化 26（15.2％）
4月→6月で変動なし 36（21.1％）

※無回答10件

0件，0％

2件，1％
22件，13％

96件，56％

7件，4％

44件，26％

図3　受診間隔の変化

標記の報告について、以下抜粋してご紹介いたします。報告全文は石川県保険医協会ホームページに掲載しております。回答数は171件
（対象総数1,037人、回答率16.5％）で、うち、診療所157件、病院12件、無回答2件でした。また、通所系介護サービス事業所アンケートの
報告は次号以降に掲載いたします。

新型コロナウイルスの感染拡大に伴う　　  会員アンケート報告第2次
石 川 保 険 医 新 聞 2020年9月15日（毎月15日発行）（2）第581号



２
０
１
９
年
11
月
、

Ａ
Ｌ
Ｓ
の
患
者
さ
ん

（
当
時
51
歳
）
に
依
頼

さ
れ
、
患
者
さ
ん
の
自

宅
マ
ン
シ
ョ
ン
で
致
死

量
の
薬
物
を
投
与
し
て

殺
害
し
た
疑
い
で
、
２
名
の
医
師
が

２
０
２
０
年
７
月
に
嘱
託
殺
人
容

疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。
医
師
の
一
人

は
手
塚
治
虫
の
漫
画
『
ブ
ラ
ッ
ク
・

ジ
ャ
ッ
ク
』
に
出
て
く
る
、
安
楽
死

を
金
で
請
け
負
う
ド
ク
タ
ー
・
キ

リ
コ
に
な
り
た
い
と
言
い
、
そ
の
理

由
と
し
て
「
世
の
中
の
ニ
ー
ズ
っ
て

そ
っ
ち
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
あ
」

と
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
述
べ
て
い
る
よ
う

だ
。
彼
ら
の
言
う
世
の
中
の
ニ
ー
ズ

と
は
何
か
。
彼
ら
の
著
書
の
中
に
、

認
知
症
な
ど
で
家
族
の
介
護
を
受

け
る
高
齢
者
を
引
き
合
い
に
出
し
、

「
証
拠
を
残
さ
ず
消
せ
る
方
法
が
あ

る
」
と
恐
ろ
し
い
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。
今
回
は
神
経
難
病
の
方
の
安
楽

死
の
問
題
と
さ
れ
る
が
、
逮
捕
さ
れ

た
医
師
に
優
生
思
想
が
あ
る
の
は
間

違
い
な
い
。
だ
が
、
こ
の
医
師
た
ち

が
特
殊
だ
と
い
っ
て
済
ま
せ
ら
れ
る

だ
ろ
う
か
。

こ
の
事
件
を
巡
っ
て
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上

で
「
患
者
に
選
択
肢
を
認
め
る
べ

き
」「
生
き
る
権
利
が
あ
る
な
ら
死

ぬ
権
利
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
」
な

ど
と
賛
同
す
る
投
稿
も
散
見
さ
れ

る
。
患
者
さ
ん
は
、
主
治
医
に
胃
ろ

う
か
ら
の
栄
養
の
差
し
控
え
を
訴
え

た
が
、
主
治
医
は
他
の
医
師
な
ど

と
相
談
し
、
そ
の
要
求
を
受
け
入

れ
な
か
っ
た
。
患
者
さ
ん
に
は
30
人

ほ
ど
の
多
職
種
が
関
わ
り
、
外
出
援

助
や
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
な
ど
を
し
て

い
た
よ
う
だ
。
わ
れ
わ
れ
医
療
者
は

ど
う
考
え
て
い
っ
た
ら
い
い
の
だ
ろ

う
か
。

石
川
県
保
険
医
協
会
が
２
０
０
９

年
に
開
催
し
た
「
社
会
保
障
セ
ミ

ナ
ー
（
続
編
）
第
２
回
」
は
、「『
患

者
の
人
権
』
か
け
が
え
の
な
い
い
の

ち
を
語
る
〜
Ａ
Ｌ
Ｓ
と
い
う
病
が
課

し
た
人
類
へ
の
課
題
〜
」
と
い
う

テ
ー
マ
だ
っ
た
。
当
時
日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ

協
会
の
会
長
で
あ
っ
た
橋
本
操
さ
ん

に
来
て
い
た
だ
い
た
。
橋
本
さ
ん
は

人
工
呼
吸
器
、
経
鼻
胃
管
栄
養
の
状

態
で
吸
痰
も
常
時
必
要
だ
っ
た
。
文

字
盤
を
目
で
追
い
な
が
ら
の
講
演

だ
っ
た
が
、「
日
本
は
『
赤
信
号
み

ん
な
で
渡
れ
ば
怖
く
な
い
』
的
な
国

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
ま
し

て
尊
厳
が
手
軽
に
手
に
入
る
の
な
ら

ば
、
ユ
ー
も
尊
厳
死
し
ち
ゃ
い
な

よ
、
と
い
う
ふ
う
な
話
に
な
っ
て
も

不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）

一
見
心
細
げ
な
が
ら
実
は
た
く
ま
し

い
生
命
が
あ
る
限
り
、
守
っ
て
い
く

こ
と
は
社
会
の
責
務
だ
」
と
述
べ

た
。
同
じ
く
社
会
保
障
セ
ミ
ナ
ー
の

講
師
の
井
上
英
夫
さ
ん
（
当
時
金
沢

大
学
教
授
）
は
、「
尊
厳
と
は
人
権

で
あ
る
」「
自
己
決
定
と
い
っ
て
も
、

現
実
に
は
選
択
肢
の
な
い
と
こ
ろ
で

自
己
決
定
が
行
わ
れ
て
い
る
」
こ
と

な
ど
を
話
さ
れ
た
。

「
医
療
者
は
人
権
保
障
の
に
な
い

手
で
あ
る
」
と
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て

学
ん
で
き
た
。
今
後
も
様
々
な
人
権

侵
害
の
考
え
や
優
生
思
想
に
対
し

て
、
し
っ
か
り
と
し
た
分
析
と
反
論

を
し
な
が
ら
立
ち
向
か
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
嘱
託
殺
人
事
件

優
生
思
想
に

�

立
ち
向
か
う
た
め
に

が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療

私
は
金
沢
大
学
附
属
病
院
に

勤
務
し
て
い
る
卒
後
８
年
目
の

野
口
と
申
し
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

精
進
中
の
身
で
す
が
、
こ
の
た

び
、
あ
り
が
た
く
寄
稿
の
機
会

を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
僭
越
な
が
ら
小
児
腫
瘍
の

ト
ピ
ッ
ク
に
関
し
て
執
筆
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

近
年
の
遺
伝
子
解
析
技
術
の

進
歩
は
著
し
く
、
臨
床
現
場
に

も
続
々
と
遺
伝
子
変
異
を
検
査

で
き
る
項
目
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
次
世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
の

開
発
に
よ
り
多
数
の
遺
伝
子
変

異
を
同
時
に
調
べ
る
パ
ネ
ル
検

査
が
可
能
と
な
り
、
種
々
の
疾

患
に
お
い
て
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検

査
が
登
場
し
て
い
ま
す
。
小
児

固
形
腫
瘍
の
分
野
も
同
様
で
、

腫
瘍
組
織
に
特
異
的
な
遺
伝
子

変
異
を
明
ら
か
に
し
、
変
異
に

応
じ
た
個
別
化
治
療
を
行
う

「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
」
が
広
が

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
昨
年
６
月

よ
り
「
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検

査
」
が
保
険
適
応
と
な
り
、
当

院
も
昨
年
10
月
か
ら
検
査
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
は

腫
瘍
組
織
の
遺
伝
子
変
異
を
網

羅
的
に
検
索
し
、
遺
伝
子
変
異

を
認
め
た
場
合
は
そ
の
変
異
に

対
す
る
分
子
標
的
薬
治
療
が
あ

る
か
ど
う
か
治
験
も
含
め
て
調

べ
る
検
査
で
す
。
１
０
０
〜

３
０
０
種
類
の
遺
伝
子
変
異
を

同
時
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
、

遺
伝
子
変
異
が
み
つ
か
る
可
能

性
は
50
％
、
治
療
に
結
び
付
く

可
能
性
は
成
人
で
約
10
％
、
小

児
で
は
数
％
で
す
。
提
出
し
て

１
カ
月
ほ
ど
で
結
果
が
判
明
し

ま
す
。
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検

査
は
生
涯
に
１
回
の
み
保
険
適

応
と
な
り
、
成
人
で
は
難
治
性

で
標
準
的
治
療
が
な
い
こ
と
が

適
応
の
条
件
と
な
り
ま
す
。
一

方
、
小
児
固
形
腫
瘍
で
は
い
ず

れ
も
希
少
が
ん
で
あ
る
こ
と
か

ら
初
発
時
よ
り
適
応
と
な
り

ま
す
。

現
行
の
標
準
治
療
で
は
難
治

で
あ
る
患
者
さ
ん
に
、
遺
伝
子

変
異
に
応
じ
た
分
子
標
的
薬
治

療
の
希
望
を
も
た
ら
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

「
遺
伝
子
」検
査
の
特
殊
性

新
規
治
療
に
つ
な
が
る
可
能

性
を
調
べ
る
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ

ル
検
査
で
す
が
、
が
ん
遺
伝
子

パ
ネ
ル
検
査
の
中
に
は
生
殖
細

胞
系
列
変
異
（
遺
伝
性
腫
瘍
か

ど
う
か
）
に
つ
い
て
も
判
明
す

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
サ
ー
ベ

イ
ラ
ン
ス
に
よ
る
予
後
改
善
が

見
込
め
る
な
ど
、
知
る
こ
と
が

有
益
と
予
想
さ
れ
る
13
種
類
の

遺
伝
子
に
限
定
し
て
判
明
し
ま

す
。
意
義
不
明
な
も
の
や
知
っ

て
も
予
後
改
善
で
き
な
い
生
殖

細
胞
系
列
変
異
は
結
果
が
返
っ

て
こ
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

遺
伝
学
的
検
査
は
通
常
の
検

査
に
は
な
い
特
殊
性
が
あ
り
ま

す
。
遺
伝
学
的
検
査
は
異
常
が

あ
っ
て
も
生
涯
不
変
で
改
善
す

る
こ
と
は
な
く
、
将
来
の
疾
患

発
症
を
予
測
で
き
る
可
能
性
が

あ
り
、
家
系
内
で
同
じ
変
異
を

共
有
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
患
児
の
検
査
を
す
る
こ

と
で
家
族
が
発
が
ん
し
や
す
い

か
判
明
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
知
り
た
い
か
知
り
た
く
な

い
か
判
断
す
る
た
め
に
必
要
な

情
報
や
遺
伝
学
的
知
識
を
提
供

す
る
必
要
が
あ
り
、
遺
伝
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
が
必
須
の
検
査
と

考
え
て
い
ま
す
。
新
規
治
療
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
一
方

で
、
倫
理
的
に
慎
重
な
対
応
を

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
検
査
件
数
は

増
加
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
、

遺
伝
診
療
部
の
先
生
方
、
が
ん

セ
ン
タ
ー
の
先
生
方
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
適
切
な
検

査
と
な
る
よ
う
診
療
し
て
ま
い

り
ま
す
。

小児科医からの

発信
小児科医からの

発信
～子どもは未来、
　日本の未来～

《第48回》

野
口

　和
寛

　（
金
沢
大
学
附
属
病
院
・
小
児
科
）

小
児
腫
瘍
の
ト
ピ
ッ
ク

☗
３
一
角
成
☖
１
二
玉
☗
２
一

銀
不
成
☖
２
三
玉
☗
３
二
銀
左

不
成
☖
同
金
☗
１
五
桂
☖
同
歩

☗
３
二
馬
☖
１
三
玉
☗
１
四
金

ま
で
11
手
詰
。

〈
解
説
〉
☗
３
一
角
成
か
ら
☗

２
一
銀
不
成
と
追
撃
し
て
、
５

手
目
☗
３
二
銀
左
不
成
か
ら
次

の
☗
１
五
桂
が
決
め
手
で
す
。

☖
同
歩
と
取
ら
せ
て
☗
３
二
馬

で
ま
と
ま
り
ま
す
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

2
＋
1
で
、答
え
は「
3
」

（
問
題
10
面
）

オンライン資格確認の導入は任意

政府の広報パンフレット

厚労省はオンライン資格確認とマイナ

ンバーカードの保険証利用を2021年3

月開始予定で進めており、８月から顔

認証付きカードリーダーの申し込みが、

11月から補助金申請が開始予定です。

しかし、導入は医療機関の義務ではな

く、あくまで任意であり、2021年3月以

降も従来通りの被保険者証での資格確

認が可能です。

オンライン資格確認の導入にあたって

は、診療所の場合は最大32 . 1万円の

補助がありますが、導入後のセキュリテ

ィ対策や故障対応などシステム維持の

費用は対象となりません。また、カードリーダーの申し込みや補助金

申請は随時受け付けるとされておりますので、導入にあたっては慎重

に検討いただければと思います。

石 川 保 険 医 新 聞 第581号（3）2020年9月15日（毎月15日発行）



公
衆
衛
生
学
徒
と
し
て

会
員
の
方
々
は
臨
床
医
と
し
て
病
気
や
病
気
を

抱
え
る
方
々
と
向
き
合
い
、
日
々
悩
み
奮
闘
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
で
命
を

落
と
す
患
者
を
な
く
し
た
い
、
他
の
病
気
で
医
療

が
必
要
な
人
々
に
感
染
さ
せ
ず
に
必
要
な
医
療
を

提
供
し
た
い
と
試
行
錯
誤
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
私
は
臨
床
医
で
も
あ
り
ま
す
が
、
臨

床
の
視
点
よ
り
公
衆
衛
生
の
視
点
を
意
識
し
て
仕

事
を
し
て
き
ま
し
た
の
で
、『
石
川
保
険
医
新
聞
』

編
集
部
か
ら
「
公
衆
衛
生
の
視
点
で
コ
ロ
ナ
対
策

を
考
え
る
」
連
載
記
事
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
公
衆
衛
生
を
金
沢
大
学
（
岡
田
公
衆
衛
生

学
教
授
）
と
国
立
公
衆
衛
生
院
専
門
・
研
究
過
程

（
重
松
・
籏
野
・
簔
輪
各
疫
学
部
長
）
で
学
び
ま

し
た
。
目
黒
に
あ
っ
た
公
衆
衛
生
院
の
寮
で
は
大

井
田
公
衆
衛
生
学
会
前
理
事
長
・
日
大
教
授
（
故

人
）
と
隣
室
で
、
一
緒
に
活
動
し
ま
し
た
。
現

在
、
公
衆
衛
生
学
を
含
む
社
会
医
学
系
専
門
医
・

指
導
医
で
す
が
、
実
態
は
未
だ
公
衆
衛
生
学
徒
で

す
の
で
、
そ
の
視
点
で
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
対
策
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
つ
き

あ
い
下
さ
い
。

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
に
つ
い
て
は
少
し
ず
つ
分
か

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
未
だ
信
頼
で
き
る
情
報
が

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
医
学
系
専
門

医
協
会
を
通
じ
て
厚
生
労
働
省
の
「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ-

19
対
応
施
策
「
保
健
所
支
援
（
積
極
的
疫
学

調
査
）
チ
ー
ム
」
に
登
録

し
、「
知
り
得
た
情
報
を

公
開
し
な
い
」
誓
約
を
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
仮
に

重
要
な
情
報
を
得
て
も
具

体
的
に
は
お
伝
え
で
き
な

い
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

公
衆
衛
生
の
視
点

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
対
策
の
前
に
、
公
衆
衛
生
で

大
切
に
す
る
こ
と
を
い
く
つ
か
お
話
し
し
ま
す
。

１
．
個
々
人
で
は
な
く
社
会
全
体
の
す
べ
て
の

人
々
を
対
象
と
し
ま
す
。
調
査
・
対
策
の
際
に

は
本
来
対
象
と
す
べ
き
集
団
（
母
集
団
）
と
実

際
に
取
り
扱
っ
て
い
る
集
団
（
標
本
）
の
違
い

を
し
っ
か
り
認
識
し
評
価
し
ま
す
。
特
に
、
把

握
し
に
く
く
対
策
か
ら
も
れ
や
す
い
社
会
的
弱

者
を
気
に
か
け
ま
す
。

２
．
本
来
の
目
的
で
あ
る
死
亡
や
病
気
（
近
年
は

健
康
・
福
祉
や
幸
福
も
目
指
し
て
い
る
）
を
反

映
す
る
客
観
的
に
測
定
で
き
る
変
数
を
設
定

し
、
そ
の
変
化
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健

康
（
病
気
）
の
決
定
要
因
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

何
を
変
数
に
す
る
か
に
よ
り
健
康
の
決
定
要
因

も
異
な
り
ま
す
。
全
死
亡
な
の
か
、
あ
る
疾
患

の
発
症
な
の
か
、
検
査
の
異
常
値
な
の
か
に
よ

り
そ
の
決
定
要
因
は
異
な
り
ま
す
。
そ
の
際
は

全
死
亡
を
最
も
重
視
し
た
上
で
、
健
康
対
策
を

考
え
る
際
に
は
総
合
的
に
評
価
し
ま
す
。

３
．
生
物
学
的
因
果
関
係
よ
り
疫
学
的
因
果
関
係

を
重
視
し
ま
す
。
細
胞
レ
ベ
ル
の
実
験
や
動
物

実
験
の
結
果
が
そ
の
ま
ま
人
間
集
団
に
当
て
は

ま
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
し
、
同
じ
人
種
で
も
人

間
集
団
の
健
康
に
は
社
会
的
要
因
（
特
に
社
会

的
地
位
や
経
済
格
差
）
の
影
響
が
大
き
い
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
社
会
全
体
へ
の
影
響
は

社
会
の
構
成
員
全
体
を
母
集
団
と
す
る
疫
学
調

査
の
結
果
が
重
要
で
す
。
性
別
・
年
齢
・
人
種
・

学
歴
な
ど
に
よ
り
健
康
の
指
標
が
異
な
る
こ
と

が
多
く
、
こ
れ
ら
を
交
絡
要
因
と
呼
び
ま
す
。

交
絡
要
因
の
調
整
を
行
う
と
結
論
が
変
わ
る
こ

と
が
あ
り
、
で
き
る
限
り
調
整
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

４
．
対
策
に
は
医
学
的
手
法
だ
け
で
な
く
政
治
・

経
済
（
産
業
）・
文
化
・
情
報
な
ど
使
え
る
物

は
全
て
使
い
ま
す
。
動
脈
硬
化
性
疾
患
対
策
と

し
て
の
減
塩
対
策
は
、
日
本
で
は
高
血
圧
者
に

対
す
る
個
別
指
導
や
特
定
保
健
指
導
と
し
て
行

わ
れ
、
大
き
な
人
力
と
コ
ス
ト
を
か
け
て
い
る

の
に
目
立
っ
た
効
果
が
出
て
い
ま
せ
ん
。
一

方
、
英
国
な
ど
欧
州
で
は
政
府
が
製
パ
ン
業
な

ど
加
工
食
品
業
界
に
働
き
か
け
て
毎
年
１
割
ず

つ
食
塩
使
用
量
を
減
少
さ
せ
、
国
民
が
気
づ
か

な
い
う
ち
に
５
年
間
で
国
民
一
人
あ
た
り
塩
分

摂
取
量
と
動
脈
硬
化
性
疾
患
を
４
割
激
減
さ
せ

る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
ま
た
、
北
欧
か
ら

始
ま
っ
た
事
務
机
を
一
定
時
間
ご
と
に
座
位
と

立
位
に
上
下
す
る
机
へ
切
り
替
え
る
施
策
（
法

律
で
義
務
化
）
は
腰
痛
や
心
疾
患
予
防
に
大
き

な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
公
衆
衛
生
対
策
の

代
表
的
な
事
例
で
す
。

５
．
社
会
の
様
々
な
施
策
や
事
業
の
健
康
影
響
と

便
益
／
コ
ス
ト
を
評
価
し
、
実
効
性
を
重
視

し
ま
す
。
日
本
で
も
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は

時
々
話
題
に
な
り
ま
す
が
、
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
各
国
に
政
策
の
健
康
影
響
評
価

（H
ealth Im

pact A
ssessm

ent,

Ｈ
Ｉ
Ａ
）
を

求
め
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
対
策
で
保

健
所
の
拡
充
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国

や
地
方
自
治
体
の
各
施
策
や
予
算
に
対
す
る
Ｈ

Ｉ
Ａ
を
行
う
機
関
の
設
立
と
人
材
育
成
も
必
要

で
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
の
話
は
い
つ
始
ま
る
ん
だ
と

思
っ
て
い
る
方
に
、
お
待
た
せ
し
ま
し
た
、
今
か

ら
で
す
。

注
目
す
る
変
数
（
項
目
）
の
定
義
　 

感
染
者
数
、
死
亡
者
数
、
重
症
者
数

公
衆
衛
生
の
視
点
か
ら
見
る
と
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ-

19
対
策
を
分
か
り
に
く
く
し
て
い
る
最
も
重

大
な
問
題
は
「
感
染
者
数
」
と
い
う
言
葉
で
す
。

現
在
「
感
染
者
数
」
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
の

は
何
ら
か
の
理
由
で
た
ま
た
ま
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受

け
（
受
け
さ
せ
ら
れ
）
陽
性
と
判
定
さ
れ
た
方
の

数
で
す
。
無
症
状
の
方
も
含
ま
れ
、「
感
染
者
数
」

は
患
者
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
本
来
の
日
本
全

体
の
感
染
者
数
（
こ
れ
が
母
集
団
）
を
反
映
す
る

変
数
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
無
症
状
の
場
合
は
、
日

本
の
衛
生
研
究
所
が
行
っ
て
い
る
よ
う
な
感
度
の

良
い
Ｐ
Ｃ
Ｒ
で
は
わ
ず
か
な
検
体
の
汚
染
（
感
染

で
は
な
い
）
や
す
で
に
感
染
力
が
な
く
な
っ
た
既

感
染
が
混
じ
っ
て
い
る
（
偽
陽
性
）
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
感
染
者
で
も
検
査
時
期
に
よ
っ
て

感
度
（
陽
性
率
）
に
差
が
あ
り
ま
す
。
日
本
疫
学

会
の
Ｑ
＆
Ａ
（https://jeaw

eb.jp/covid/qa/
index.htm

l

）
に
よ
れ
ば
、
感
染
1
日
後
の
感
度

は
0
％
、
感
染
後
5
日
目
の
感
度
が
最
大
62
％
で

そ
の
前
後
は
そ
れ
よ
り
低
い
と
推
定
し
て
い
ま

す
。
感
染
か
ら
の
日
数
が
分
か
ら
な
い
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の

場
合
は
半
分
以
上
感
染
を
見
逃
し
て
い
る
（
偽
陰

性
）
と
考
え
て
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
抗
原
検
査

の
感
度
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
よ
り
低
く
、
陽
性
に
な
る
時
期

が
遅
れ
ま
す
。
抗
原
検
査
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
陰
性
を
感

染
し
て
い
な
い
証
明
と
考
え
る
の
は
全
く
間
違
い

で
す
。
現
在
の
よ
う
に
本
来
の
感
染
者
数
と
ど
の

よ
う
な
関
係
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
意
味
不
明
な

「
感
染
者
数
」
を
最
も
重
要
な
指
標
と
し
て
日
々

発
表
す
る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
ま
す
。

で
は
「
死
亡
者
数
」
な
ら
本
来
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ-

19
死
亡
者
数
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

も
疑
問
で
す
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
死

亡
者
の
推
計
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
超
過
死
亡
と

い
う
概
念
が
あ
り
ま
す
。
死
亡
者
数
は
様
々
な
要

因
で
変
動
し
て
い
ま
す
が
、
大
き
な
災
害
な
ど
が

な
け
れ
ば
数
年
間
の
単
位
で
は
ほ
ぼ
安
定
し
た
季

節
に
よ
る
変
動
を
見
せ
ま
す
。
今
回
の
よ
う
な
死

に
至
る
感
染
症
の
流
行
で
は
、
以
前
の
平
均
死
亡

数
に
比
べ
て
流
行
期
の
死
亡
者
が
増
加
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
ま
す
。
国
立
感
染
症
研
究
所
感
染
症

疫
学
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
１
〜
４
月
の
結
果
は

日
本
全
体
で
は
有
意
な
超
過
死
亡
は
見
ら
れ
ず
、

東
京
や
千
葉
で
は
有
意
な
超
過
死
亡
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
が
、
変
動
幅
の
上
限
を
上
回
る
超
過
数
は

１
０
０
人
以
下
で
し
た
。
し
か
し
、
一
定
の
変
動

幅
（
95
％
信
頼
区
間
）
の
範
囲
で
は
超
過
と
見
な

さ
れ
な
い
た
め
、
死
亡
数
の
大
き
な
増
加
が
な
い

と
検
出
で
き
な
い
問
題
が
あ
り
ま
す
。
東
京
都
で

は
３
〜
４
月
の
２
カ
月
間
で
直
近
５
年
の
平
均
死

者
数
を
１
４
８
１
人
上
回
る
死
者
が
出
て
お
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
両
月
の
公
表
死
者
数
１
１
９

人
の
10
倍
以
上
で
す
。
変
動
に
影
響
す
る
自
殺
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
死
亡
は
む
し
ろ
減
少
し
て
お

り
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
の
影
響
に
よ
る
死
亡
と
推

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
京
都
大
学
の
山
中
教
授
に
よ

る
と
、
大
阪
の
３
〜
５
月
の
死
亡
数
も
過
去
４

年
間
平
均
よ
り
４
１
４
人
多
く
、
公
表
さ
れ
て

い
る
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
死
亡
者
数
86
人
の
約
５
倍

で
す
。

超
過
死
亡
は
少
な
い
と
見
つ
け
ら
れ
な
い
し
発

表
が
遅
れ
る
し
、「
感
染
者
数
」
も
「
死
亡
者
数
」

も
当
て
に
な
ら
な
い
と
な
る
と
、
何
を
指
標
（
変

数
）
に
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
日
本

の
よ
う
に
公
的
皆
保
険
で
各
地
域
に
人
工
呼
吸
治

療
が
受
け
ら
れ
る
施
設
の
あ
る
国
で
は
、
人
工
呼

服
部

　真
（
金
沢
市
・
産
業
医
療
科
）

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
対
策

が
考
え
る

公
衆
衛
生
学
徒

第1回
新連載

（
5
面
へ
つ
づ
く
）

図　国内（全国）のCOVID-19重症者における人工呼吸器装着数(ECMO含む)の推移
　　日本COVID-19対策ECMOnetより引用（9月6日現在）
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吸
器
装
着
数
が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
の
流
行
を
反
映

す
る
最
も
信
頼
で
き
る
指
標
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。
他
の
呼
吸
器
感
染
症
や
環
境
汚
染
の

影
響
を
受
け
ま
す
が
、
今
年
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19

以
外
に
装
着
数
を
増
や
す
目
立
っ
た
原
因
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
。

人
工
呼
吸
器
装
着
数
（
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
を
含
む
）

を
集
計
公
表
（https://crisis.ecm

onet.jp/

）

し
て
い
る
横
断
的
Ｉ
Ｃ
Ｕ
情
報
探
索
シ
ス
テ

ム
（CRoss Icu Searchable Inform

ation 
System

、
略
称
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
、
非
公
開
）
に

は
日
本
全
国
６
０
０
以
上
の
施
設
が
参
加
し
、
参

加
施
設
の
総
Ｉ
Ｃ
Ｕ
ベ
ッ
ド
数
５
５
０
０
は
日
本

全
体
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
ベ
ッ
ド
の
80
％
を
カ
バ
ー
し
て
い

る
と
さ
れ
、
日
本
全
体
（
母
集
団
）
を
代
表
す
る

信
頼
性
の
高
い
デ
ー
タ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

現
在
流
行
し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ-

Ｃ
ｏ
Ｖ-

２
は
４
〜
５
月
に
流
行
し
た
タ
イ
プ
と

同
じ
で
、
小
さ
な
変
異
（
世
代
が
変
わ
る
約
２
週

間
ご
と
に
変
異
す
る
）
は
あ
り
ま
す
が
感
染
力
や

重
症
化
に
関
わ
る
遺
伝
子
変
異
は
発
見
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
人
工
呼
吸
器
装
着
数
の
推
移
で

流
行
の
大
き
さ
を
比
較
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
人

工
呼
吸
器
を
つ
け
ず
に
死
亡
し
た
数
を
加
え
る
と

よ
り
正
確
で
す
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
図
を

見
る
と
、
７
月
中
旬
か
ら
流
行
の
第
二
波
が
発
生

し
、
８
月
末
に
は
縮
小
傾
向
に
転
じ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
４
〜
５
月
に
比
べ
て
、
治
療
（
効
果

は
確
立
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
、
ス

テ
ロ
イ
ド
、
抗
凝
固
剤
な
ど
）
の
効
果
や
高
齢
者

施
設
な
ど
で
の
感
染
対
策
の
成
果
が
重
症
化
を
防

い
で
い
る
可
能
性
を
考
慮
す
る
と
、
第
二
波
は
第

一
波
と
同
等
の
流
行
規
模
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

人
工
呼
吸
器
装
着
者
の
何
倍
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ-

19
感
染
者
が
い
る
か
に
つ
い
て
は
推
定
可
能

な
良
い
情
報
が
あ
り
ま
せ
ん
。
政
府
が
発
表
す
る

重
症
者
数
は
５
月
末
に
重
症
者
の
定
義
が
拡
大
さ

れ
た
（
人
工
呼
吸
器
装
着
以
外
に
、
医
学
的
に
Ｉ

Ｃ
Ｕ
管
理
が
必
要
な
場
合
が
追
加
さ
れ
た
）
た

め
、
そ
の
前
後
で
比
較
が
困
難
で
す
。
８
月
上
旬

の
重
症
者
割
合
１
％
は
５
月
の
５
％
よ
り
低
い
と

い
う
報
道
が
あ
り
ま
す
が
、
分
子
（
重
症
者
数
）

の
定
義
も
変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
何
よ
り
も
分

母
（
検
査
陽
性
者
数
）
が
定
義
不
明
で
母
集
団
を

代
表
し
な
い
数
字
な
の
で
重
症
者
割
合
も
意
味
が

あ
り
ま
せ
ん
。
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
に
よ
れ
ば
、
８
月

末
の
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
治
療
の
累
計
は
約
２
３
０
例
、
Ｅ

Ｃ
Ｍ
Ｏ
症
例
を
除
く
人
工
呼
吸
治
療
の
累
計
は
約

９
４
０
例
で
、
合
計
す
る
と
約
１
１
７
０
例
で

す
。
人
口
10
万
人
あ
た
り
約
１
で
、
人
工
呼
吸
治

療
を
受
け
な
い
死
亡
や
今
後
の
流
行
を
考
慮
す
る

と
、
今
年
の
重
症
者
は
人
口
10
万
人
あ
た
り
２
程

度
と
推
定
で
き
ま
す
。
40
歳
未
満
で
は
重
症
化
は

極
め
て
ま
れ
で
す
。

注
目
す
る
変
数
（
項
目
）
の
定
義 

抗
体
保
有
者
数

６
月
上
旬
に
東
京
、
大
阪
、
宮
城
で
そ
れ
ぞ

れ
約
２
千
〜
３
千
人
の
血
液
検
査
を
行
い
、
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ-

Ｃ
ｏ
Ｖ-

２
抗
体
保
有
率
が
そ
れ
ぞ
れ

０
・
１
％
、
０
・
17
％
、
０
・
03
％
で
し
た
。
無

作
為
抽
出
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
厳
密
な
無
作
為
で

は
な
く
抽
出
方
法
も
異
な
る
の
で
そ
れ
ぞ
れ
の
比

較
は
難
し
く
、
抗
体
保
有
者
が
少
な
い
た
め
細
か

な
解
析
も
無
意
味
で
す
。
デ
ー
タ
の
95
％
信
頼
区

間
を
計
算
す
る
と
±
約
２
％
と
大
き
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
値
に
あ
ま
り
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
前

に
10
％
程
度
の
保
有
率
を
想
定
し
て
い
た
の
で

し
ょ
う
が
、
決
定
的
に
調
査
例
数
が
少
な
す
ぎ
ま

し
た
。

抗
体
保
有
は
過
去
の
感
染
既
往
を
示
す
と
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
が
そ
の
意
味
は
複
雑
で
す
。 

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ-

Ｃ
ｏ
Ｖ-

２
に
特
異
的
な
抗
原
に
対

す
る
Ｉ
ｇ
Ｇ
抗
体
の
血
清
中
の
値
が
一
定
量
以

上
を
抗
体
保
有
と
し
て
お
り
、
過
去
に
感
染
が

あ
っ
た
指
標
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
定
量
以

下
だ
か
ら
感
染
し
て
い
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん

し
、
感
染
し
や
す
い
と
も
言
え
ま
せ
ん
。
感
染

直
後
で
こ
れ
か
ら
抗
体
価
が
上
が
っ
て
く
る
場

合
や
感
染
後
時
間
が
経
ち
抗
体
価
が
減
少
し
て

き
た
場
合
、
さ
ら
に
重
要
な
の
は
他
の
免
疫
シ
ス

テ
ム
が
有
効
に
働
い
た
た
め
強
い
抗
体
産
生
ま

で
至
ら
ず
に
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
し
た
場
合
で
す
。

元
々
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
は
自
然
免
疫
（
食
細
胞

や
Ｎ
Ｋ
細
胞
）
や
細
胞
性
免
疫
（
Ｔ
細
胞
）
が

防
御
の
主
役
で
、
抗
体
は
脇
役
以
下
の
存
在
で

す
。
気
道
上
皮
細
胞
に
感
染
し
経
気
道
的
に
感
染

が
広
が
り
肺
炎
に
な
る
ま
で
は
血
中
Ｉ
ｇ
Ｇ
抗
体

は
無
力
で
す
。
主
役
が
し
っ
か
り
働
き
液
性
免

疫
（
Ｂ
細
胞
）
が
抗
体
を
大
量
に
作
る
以
前
に
ウ

イ
ル
ス
を
排
除
し
て
し
ま
え
ば
抗
体
価
は
高
く

な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

結
核
検
査
の
Ｑ
Ｆ
Ｔ
や
Ｔ-

Ｓ

Ｐ
Ｏ
Ｔ
（Interferon-Gam

m
a 

Release A
ssay

）
の
よ
う
に
、

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ-

Ｃ
ｏ
Ｖ-

２
の
特

異
抗
原
に
反
応
す
る
Ｔ
細
胞
の

活
性
を
調
べ
る
と
よ
い
で
す

が
、
現
状
で
は
困
難
で
す
。

過
去
の
流
行
の
広
が
り
を
同

じ
方
法
で
地
域
別
に
比
較
す

る
、
あ
る
い
は
、
経
時
的
変
化

を
見
る
に
は
抗
体
保
有
率
は
有

効
な
指
標
と
言
え
ま
す
が
、
単

純
な
評
価
は
禁
物
で
、
ま
し
て

や
抗
体
が
あ
る
か
ら
次
の
感
染

防
御
に
役
立
つ
か
ど
う
か
は
全

く
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
麻

疹
の
よ
う
に
一
度
感
染
す
れ
ば

長
期
間
感
染
し
な
い
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
感
染
症
で
は
集
団

の
抗
体
価
は
感
染
防
御
の
指
標

に
な
り
ま
す
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ-

19
で
は
麻
疹
な
ど
と
同
じ

よ
う
に
評
価
は
で
き
な
い
と
思

い
ま
す
。

（
4
面
の
つ
づ
き
）

2020年度 点数改定版

2020年10月発行
●Ａ４判・約４00頁 オールカラー
●発 行 所／石川県保険医協会 　
●定　　価／12,000円（税、送料込）
●会員価格／  7,000円（税、送料込）

石川県保険医協会の歯科会員には1冊無料で送付
します。今しばらくお待ちください。

２０20年度点数改定版 ただいま編集中！
歯科診療報酬関連の告示・通知そのものを、わかりやす
く分類・整理した、通称「茶本」の最新版。

『歯科保険診療便覧』『歯科保険診療便覧』

各保険医協会・保険医会一覧 （2020年７月現在）
団　　体　　名 電 話 番 号 【FAX 番号】 〒 所　　　在　　　地

北 海 道 保 険 医 会 011-231-6281 【231-6283】 060-0042 札幌市中央区大通西6-6　北海道医師会館３Ｆ
青森県保険医協会 017-722-5483 【774-1326】 030-0823 青森市橋本3-15-5　青森県保険医会館内
岩手県保険医協会 019-651-7341 【651-7374】 020-0034 盛岡市盛岡駅前通り15-19　盛岡富国生命ビル８Ｆ
宮城県保険医協会 022-265-1667 【265-0576】 980-0014 仙台市青葉区本町2-1-29仙台本町ホンマビル４Ｆ
秋田県保険医協会 018-832-1651 【833-6880】 010-0001 秋田市中通2-2-21　秋田フコク生命ビル２Ｆ
山形県保険医協会 023-642-2838 【642-2839】 990-0043 山形市本町2-1-2　富国生命ビル２Ｆ
福島県保険医協会 024-531-1151 【531-1153】 960-8252 福島市御山字中屋敷96番地　福島県保険医会館
茨城県保険医協会 029-823-7930 【822-1341】 300-0038 土浦市大町12-31
栃 木 県保険医協会 028-622-0083 【627-0648】 320-0017 宇都宮市戸祭台29-17　
群 馬県保険医協会 027-220-1125 【220-1126】 371-0023 前橋市本町2-15-10　前橋フコク生命ビル８Ｆ
埼玉県保険医協会 048-824-7130 【824-7547】 330-0074 さいたま市浦和区北浦和4-2-2　アンリツビル５Ｆ
千葉県保険医協会 043-248-1617 【245-1777】 260-0031 千葉市中央区新千葉2-7-2　大宗センタービル４Ｆ
東 京 保 険 医 協 会 03-5339-3601 【5339-3449】 160-0023 新宿区西新宿3-2-7　ＫＤＸ新宿ビル４Ｆ
〃 三 多 摩 分 室 042-325-1351 【325-1802】 185-0021 国分寺市南町3-25-9　カメダビル４Ｆ
東京歯科保険医協会 03-3205-2999 【3209-9918】 169-0075 新宿区高田馬場1-29-8　いちご高田馬場ビル６Ｆ
神奈川県保険医協会 045-313-2111 【313-2113】 221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町2-23-2　TSプラザビル２Ｆ
山梨県保険医協会 055-227-5434 【227-5435】 400-0862 甲府市朝気1-3-26
新 潟 県 保 険 医 会 025-241-8625 【241-4959】 950-0865 新潟市中央区本馬越2-17-5
富 山 県保険医協会 076-442-8000 【442-3033】 930-0004 富山市桜橋通り6-13　フコクビル11Ｆ
石川県保険医協会 076-222-5373 【231-5156】 920-0902 金沢市尾張町2-8-23　太陽生命金沢ビル８Ｆ
福井県保険医協会 0776-21-1660 【21-1649】 910-0038 福井市三ツ屋2-704-1　
長 野県保険医協会 026-226-0086 【226-8698】 380-0928 長野市若里1-5-26　長野県保険医会館
岐阜県保険医協会 058-267-0711 【267-0712】 500-8844 岐阜市吉野町6-14　大樹生命岐阜駅前ビル６Ｆ
静岡県保険医協会 054-281-6845 【281-7473】 422-8067 静岡市駿河区南町18-1　サウスポット静岡８Ｆ
愛知県保険医協会 052-832-1345 【834-3512】 466-8655 名古屋市昭和区妙見町19-2　愛知県保険医会館内
三重県保険医協会 059-225-1071 【225-1088】 514-0062 津市観音寺町429-13　
滋 賀県保険医協会 077-522-1152 【525-3093】 520-0047 大津市浜大津2-1-36　大津フコク生命ビル８Ｆ
京都府保険医協会 075-212-8877 【212-0707】 604-8162 京都市中京区烏丸通蛸薬師上ル七観音町637　インターワンプレイス烏丸６Ｆ
京都府歯科保険医協会 075-746-7680 【746-4711】 604-8106 京都市中京区堺町通御池下る丸木材木町670番地１　吉岡御池ビル２Ｆ
大阪府保険医協会 06-6568-7721 【6568-2389】 556-0021 大阪市浪速区幸町1-2-33　大阪府保険医会館内１Ｆ
大阪府歯科保険医協会 06-6568-7731 【6568-0564】 556-0021 大阪市浪速区幸町1-2-33　大阪府保険医会館内３Ｆ
兵庫県保険医協会 078-393-1801 【393-1802】 650-0024 神戸市中央区海岸通1-2-31　神戸フコク生命海岸通ビル５Ｆ
奈良県保険医協会 0742-33-2553 【34-9644】 630-8013 奈良市三条大路2-1-10
和歌山県保険医協会 073-436-3766 【436-4827】 640-8157 和歌山市八番丁11番地　日本生命和歌山八番丁ビル８Ｆ
鳥取県保険医協会 0859-24-3063 【24-3066】 683-0853 米子市両三柳877-1　鳥取県保険医会館
島根県保険医協会 0852-25-6250 【27-5724】 690-0044 松江市浜乃木4-4-1　久谷ビル１Ｆ
岡山県保険医協会 086-277-3307 【277-3371】 703-8266 岡山市中区湊487-1　
広 島県保険医協会 082-262-5424 【262-5427】 732-0825 広島市南区金屋町2-15ＫＤＸ広島ビル４Ｆ
山口県保険医協会 083-973-9630 【974-5900】 754-0026 山口市小郡栄町1-2　山口県保険医会館内
徳島県保険医協会 088-626-1221 【623-6754】 770-0847 徳島市幸町1-44　徳島フコク生命ビル５Ｆ
香川県保険医協会 087-802-1335 【802-1336】 760-0057 高松市旅篭町14-8　ボヌール旅篭１Ｆ
愛媛県保険医協会 089-989-2511 【989-2711】 790-0003 松山市三番町４-7-7　愛媛汽船松山ビル３Ｆ
高 知 保 険 医 協 会 088-832-5231 【832-5229】 780-8035 高知市河ノ瀬町41-1　AQUSHビル４Ｆ
福岡県保険医協会 092-451-9025 【451-6642】 812-0016 福岡市博多区博多駅南1-2-3　博多駅前第一ビル８Ｆ
福岡県歯科保険医協会 092-473-5646 【473-7182】 812-0016 福岡市博多区博多駅南1-2-3　博多駅前第一ビル８Ｆ
佐賀県保険医協会 0952-29-1933 【23-5218】 840-0801 佐賀市駅前中央1-9-45　大樹生命佐賀駅前ビル４Ｆ
長崎県保険医協会 095-825-3829 【825-3893】 850-0056 長崎市恵美須町2-3　フコク生命ビル２Ｆ
熊本県保険医協会 096-385-3330 【385-6448】 862-0950 熊本市中央区水前寺6-50-25　中島ビル４Ｆ
大分県保険医協会 097-568-0066 【568-1570】 870-0951 大分市大字下郡1602-1　大分県保険医会館１Ｆ
宮崎県保険医協会 0985-29-9516 【29-1256】 880-0056 宮崎市神宮東3-4-21　山本コーポ１Ｆ
鹿児島県保険医協会 099-254-8662 【254-8667】 890-0056 鹿児島市下荒田3-44-18　のせビル３Ｆ
沖縄県保険医協会 098-832-7813 【832-4482】 902-0078 那覇市字識名1195-1　大城産業ビル１Ｆ　106号
全国保険医団体連合会 03-3375-5121 【3375-1862】 151-0053 渋谷区代々木2-5-5　新宿農協会館内

発行所　全国保険医団体連合会　　〒 151-0053　東京都渋谷区代々木 2-5-5　新宿農協会館内　TEL（03）3375-5121 ㈹

届出医療等の活用と留意点
－施設基準・人員基準等の手引き－

（2020年度～2021年度版）
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団　体　名 　 電話番号  【FAX番号】 〒 所　在　地

北海道保険医会 011-231-6281 【231-6283】 060-0042 札幌市中央区大通西6-6　北海道医師会館3F

青森県保険医協会 017-722-5483 【774-1326】 030-0823 青森市橋本3-15-5　青森県保険医会館内
岩手県保険医協会 019-651-7341 【651-7374】 020-0034 盛岡市盛岡駅前通り15-19　盛岡富国生命ビル8F
宮城県保険医協会 022-265-1667 【265-0576】 980-0014 仙台市青葉区本町2-1-29　仙台本町ホンマビル4F
秋田県保険医協会 018-832-1651 【833-6880】 010-0001 秋田市中通2-2-21　秋田フコク生命ビル2F
山形県保険医協会 023-642-2838 【642-2839】 990-0043 山形市本町2-1-2　富国生命ビル2F
福島県保険医協会 024-531-1151 【531-1153】 960-8252 福島市御山字中屋敷96番地　福島県保険医会館

茨城県保険医協会 029-823-7930 【822-1341】 300-0045 土浦市文京町1-50　富士火災ビル3F
栃木県保険医協会 028-622-0083 【627-0648】 320-0017 宇都宮市戸祭台29-17
群馬県保険医協会 027-220-1125 【220-1126】 371-0023 前橋市本町2-15-10　前橋フコク生命ビル8F
埼玉県保険医協会 048-824-7130 【824-7547】 330-0074 さいたま市浦和区北浦和4-2-2　アンリツビル5F
千葉県保険医協会 043-248-1617 【245-1777】 260-0031 千葉市中央区新千葉2-7-2　大宗センタービル4F
東京保険医協会 03-5339-3601 【5339-3449】 160-0023 新宿区西新宿3-2-7　KDX新宿ビル4F
 〃 三多摩分室 042-325-1351 【325-1802】 185-0021 国分寺市南町3-25-9　カメダビル4F
東京歯科保険医協会 03-3205-2999 【3209-9918】 169-0075 新宿区高田馬場1-29-8　いちご高田馬場ビル6F
神奈川県保険医協会 045-313-2111 【313-2113】 221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町2-23-2　TSプラザビル2F
山梨県保険医協会 055-227-5434 【227-5435】 400-0862 甲府市朝気1-3-26

新潟県保険医会 025-241-8625 【241-4959】 950-0865 新潟市中央区本馬越2-17-5
富山県保険医協会 076-442-8000 【442-3033】 930-0004 富山市桜橋通り6-13　フコクビル11F
石川県保険医協会 076-222-5373 【231-5156】 920-0902 金沢市尾張町2-8-23　太陽生命金沢ビル8F
福井県保険医協会 0776-21-1660 【21-1649】 910-0038 福井市三ツ屋2-704-1
長野県保険医協会 026-226-0086 【226-8698】 380-0928 長野市若里1-5-26　長野県保険医会館

岐阜県保険医協会 058-267-0711 【267-0712】 500-8844 岐阜市吉野町6-14　三井生命岐阜駅前ビル6F
静岡県保険医協会 054-281-6845 【281-7473】 422-8067 静岡市駿河区南町18-1　サウスポット静岡8F
愛知県保険医協会 052-832-1345 【834-3512】 466-0814 名古屋市昭和区妙見町19-2　愛知県保険医会館内
三重県保険医協会 059-225-1071 【225-1088】 514-0062 津市観音寺町429-13

滋賀県保険医協会 077-522-1152 【525-3093】 520-0047 大津市浜大津2-1-36　大津フコク生命ビル8F
京都府保険医協会 075-212-8877 【212-0707】 604-8162 京都市中京区烏丸通蛸薬師上ル七観音町637

インターワンプレイス烏丸6F
京都府歯科保険医協会 075-746-7680 【746-4711】 604-8106 京都市中京区堺町通御池下る丸木材木町670番地１

吉岡御池ビル2F
大阪府保険医協会 06-6568-7721 【6568-2389】 556-0021 大阪市浪速区幸町1-2-33　大阪府保険医会館内1F
大阪府歯科保険医協会 06-6568-7731 【6568-0564】 556-0021 大阪市浪速区幸町1-2-33　大阪府保険医会館内3F
兵庫県保険医協会 078-393-1801 【393-1802】 650-0024 神戸市中央区海岸通1-2-31　神戸フコク生命海岸通ビル5F
奈良県保険医協会 0742-33-2553 【34-9644】 630-8013 奈良市三条大路2-1-10
和歌山県保険医協会 073-436-3766 【436-4827】 640-8157 和歌山市八番丁11番地　日本生命和歌山八番丁ビル8F

鳥取県保険医協会 0859-24-3063 【24-3066】 683-0853 米子市両三柳877-1　鳥取県保険医会館
島根県保険医協会 0852-25-6250 【27-5724】 690-0044 松江市浜乃木4-4-1　久谷ビル1F
岡山県保険医協会 086-277-3307 【277-3371】 703-8266 岡山市中区湊487-1
広島県保険医協会 082-262-5424 【262-5427】 732-0825 広島市南区金屋町2-15　KDX広島ビル4F
山口県保険医協会 083-973-9630 【974-5900】 754-0026 山口市小郡栄町1-2　山口県保険医会館内

徳島県保険医協会 088-626-1221 【623-6754】 770-0847 徳島市幸町1-44　徳島フコク生命ビル5F
香川県保険医協会 087-802-1335 【802-1336】 760-0057 高松市旅篭町14-8　ボヌール旅篭1F
愛媛県保険医協会 089-989-2511 【989-2711】 790-0011 松山市千舟町4-1-5　高岡ビル7F
高知保険医協会 088-832-5231 【832-5229】 780-8035 高知市河ノ瀬町41-1　AQUSHビル4F

福岡県保険医協会 092-451-9025 【451-6642】 812-0016 福岡市博多区博多駅南1-2-3　博多駅前第一ビル8F
福岡県歯科保険医協会 092-473-5646 【473-7182】 812-0016 福岡市博多区博多駅南1-2-3　博多駅前第一ビル8F
佐賀県保険医協会 0952-29-1933 【23-5218】 840-0801 佐賀市駅前中央1-9-45　三井生命ビル4F
長崎県保険医協会 095-825-3829 【825-3893】 850-0056 長崎市恵美須町2-3　フコク生命ビル2F
熊本県保険医協会 096-385-3330 【385-6448】 862-0950 熊本市中央区水前寺6-50-25　中島ビル4F
大分県保険医協会 097-568-0066 【568-1570】 870-0951 大分市大字下郡1602-1　大分県保険医会館1F
宮崎県保険医協会 0985-29-9516 【29-1256】 880-0056 宮崎市神宮東3-4-21　山本コーポ1F
鹿児島県保険医協会 099-254-8662 【254-8667】 890-0056 鹿児島市下荒田3-44-18　のせビル3F
沖縄県保険医協会 098-832-7813 【832-4482】 902-0078 那覇市字識名1195-1　大城産業ビル1F　106号

全国保険医団体連合会 03-3375-5121 【1862・1885】 151-0053 渋谷区代々木2-5-5　新宿農協会館内

各保険医協会・保険医会一覧
（2018年10月現在）

※書籍の販売や内容のお問い合わせについては所属の各都道府県の保険医協会・保険医会にお問い合わせ下さい。
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83例のレセプトと
5例の介護レセプトを掲載

第１部　解説資料編

第２部　請求事例編
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明日の医療を考える

月刊保団連特 集

好評販売中

予約受付中
効率的に届出管理ができるよう、届出チェック表や日常管理表を掲載。

改定のたびに複雑化していく在宅医療点数を、独自に作成した
図表などを豊富に使い解説。介護保険の解説、80例を超える明
細書事例も掲載し好評です（表紙は2018年のものです）。
※在宅医療点数の手引の詳細は同封の案内チラシをご覧ください。

届出医療の活用と留意点 
2020年度～2021年度版

在 宅 医 療 点 数 の 手 引

会員価格3,000円
　　定価6,000円

2020年度改定版 会員価格3,000円
　　定価5,000円

7 月号の月刊誌「こども」（子どもに関する新聞記事を集めた雑誌）
のトピックスは「保育現場の感染予防」「少子化対策の課題」「コロナ　
子どもの重症化なぜ少ない」など興味ある項目が並んでいます。今
回、「少子化」に標的を当ててコメントしたいと思います。

岩手日報（ 6 月 6 日）の大見出しには「19年生まれ90万人割れ」、
厚労省統計では出生率が低下し1.36とあります。厚労省の担当者は

「少子化の背景には若者の経済的不安定さや仕事と子育ての両立の難
しさなどがある」と指摘しています。今回のコロナショックは、少な
からず今後の少子化を助長すると思われますが、専門家の意見として

「出生数を増やそうとするだけの政策は誤りであり、国や自治体はコ
ロナショックを契機として人口減少を前提とした新たな社会的システ
ムをつくりあげるべきだ」と述べています。

佐賀新聞（ 6 月 5 日）は、やはりコロナと少子化対策を関連づけ、
「コロナが安心して子どもを生み育てられる環境整備の重要性を改め
て浮き彫りにした。少子化対策は国家百年の計として着実に進めるべ
きだ」と主張しています。

読売新聞（ 6 月27日）は、「子育て不安コロナで露呈」。副題は、「少
子化対策　重い課題」として解説しています。コロナによる企業の経
営不振から、自己都合での解雇。一斉休校や子育て支援サービスのス
トップに母親の育児・家事も含めた負担増。里帰り出産の自粛や母親
学級の中止や延期。このコロナ禍を見ていた子どもたちは、将来自分
の子どもを持ちたいと思うでしょうか?　全てが将来のさらなる少子
化を予測させます。

地球上の生物は、子孫を残すために最大の努力を払っています。生
物を絶滅に追い込むのは、地球環境も大きいですが、地球で生き延び
てきた人類が原因のことも多くあります。その人類は子孫を残すため
の適当な方策をとらず、自ら窮地に追い込まれています。特に日本の
少子化は急激です。子どもたちを経済的・精神的余裕を持って育てら
れる環境作り・システム作りこそが、大災害にも揺るぎない子育て環
境をつくる基盤になるのではないでしょうか。

『石川保険医新聞』編集長　武藤　一彦（白山市・小児科）

編集長の
ひとりごと

新型コロナが
浮き彫りにした
少子化対策の弱さ
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慰労金・申請の流れ
①申請はオンラインで行う。パソコンにエクセルがインストールされていない

場合は、インストールしておく。 
②申請ページ（慰労金）にアクセスし、慰労金の申請書をダウンロードする。

申請書のフォルダは圧縮フォルダになっているので解凍する必要がある。申
請書のフォルダの上で右クリック>「す
べて展開」をクリック>「展開」をク
リックし、解凍する。解凍したフォ
ルダは、圧縮フォルダと同じ場所に保
存される。解凍したフォルダの申請書

（エクセルファイル）を開く。

③ 様式第 1 号「医療機関情報」を入力する。

④ 様式第 2 号「給付対象内訳」に給付を受ける院長・職員の情報を入力する。
⑤ 「様式第 3 号の 1 （ 1 枚に複数人の署名を記載する様式）」か「様式第 3 号

の 2 （ 1 枚に 1 人の署名を記載する様式）」を使い、委任状を作成する（ど
ちらを使ってもよい）。委任状は自動入力されるので、「PDF出力」のペー
ジからPDFを作成する。
作成したPDFを印刷し、
対象者に委任状へ署名し
てもらう。署名した委任
状は医療機関で保管する

（石川県に提出する必要
はない）。

⑥ 申請書の「提出用ファイ
ル」を出力する（申請書
の最初のシートの「提出

用ファイル出力」をクリック）。これで申請書の入力は終了。
⑦ 「保険医療機関指定通知書」の写しの添付が必要となる。スキャナーで取り

込む等により、「指定通知書」のPDFファイルや画像ファイルを作成する
（「保険医療機関指定通知書」を紛失した場合は、東海北陸厚生局石川事務所
に（電話 076-210-5140）再交付の手続きを行う）。

⑧ アップロードのための圧縮フォルダを作成する。「提出用ファイル」と「保
険医療機関指定通知書」のデータを入れたフォルダを準備する。データを入
れたフォルダのアイコン上で右クリックし、「送る」>「圧縮（zip形式フォ
ルダー）」をクリックし、圧
縮フォルダを作成する。

⑨ 申請ページにアクセスし、「はじめてご利用される方」をクリックする。 
必要事項を入力し、作成した圧縮フォルダをアップロードする。

────（申請はここまで）────

⑩ 石川県から給付決定通知が送付され、慰労金が振り込まれる（給付は申請か
ら約 3 週間後）。

⑪対象者へ給付する。

⑫ 対象者への給付からおおむね 1 カ月以内に実績報告（以下ア・イ）を提出
する。
ア） 申請書の様式第 7 号と様式第 8 号
イ） 対象者に慰労金を給付したことを証明する書類と、振込の場合は振込手

数料を証明する書類（例：振込明細書や通帳のコピー、現金受領簿など）
⑬ 医療機関からの報告を元に、振込手数料等の総額が一致しているか確認され

る。交付された額が確定額と異なる場合は、過不足金の精算を行う。

左が圧縮フォルダ、右が解凍した
フォルダ

Point  申請書には自動計算等を行うマクロが組まれている。ファイルを開
いた際に「マクロが無効にされました」という警告が出た場合は、マク
ロを有効にする必要がある。警告
の「オプション」をクリックし、

「このコンテンツを有効にする」
を選択し、「OK」をクリックする。

Point  職員への給付方法を決めておく（銀行振込、現金手渡し等）。銀行
振込にて給付する場合、振込手数料も慰労金と別に給付される。様式
第 1 号に振込手数料の総額を記載する必要がある（過不足があった場
合は、給付後に精算する）。

右が元のフォルダ、左が圧縮フォルダ

Point  現金で手渡す場合は、例えば受領簿等を作成し、受領した者から自
署を受けるなど、給付したことが確認できるものを作成する。

Point  振込で給付する場合は、給与と別に振り込む必要がある。
Point  慰労金は非課税のため源泉徴収しない。
Point  院長分も忘れずに給付する。

石川県での医療従事者慰労金と感染拡大防止等支援事業（厚労省）の申請が、 8 月21日（金）より受付開始されました。申請締切は2020年12月28日
までです。申請書は各申請ページからダウンロードできます。慰労金は様式が複数あり申請方法が分かりづらいため、以下に申請の流れを掲載します。
なお、委託業者のスタッフ分も申請する際の説明は省略いたします。

石川県
新型コロナウイルス感染症
緊急包括支援事業

制度概要　https://ishikawa-kinkyu.main.jp/iryou0821.pdf
申請ページ（慰労金）https://amarys-jtb.jp/ishikawa-iryo/
申請ページ（感染拡大防止等支援事業）https://amarys-jtb.jp/ishikawa-iryo-shien/
　　※石川県保険医協会ホームページ「開業医向け支援制度」にもリンクがあります。

保険医療機関 指定通知書（見本）
 医療機関コード
 指定の期間

保険医療

機    関

名
称
所
在
地

上記のとおり保険医療機関として指定したから通知します。

申請者

                                

１９９１２３４

平成26年 6月 1日から平成32年 5月31日まで

○○○○クリニック

さいたま市浦和区高砂
○丁目○番○号

平成26年 7月 1日
医療法人　○○会　理事長　○○　○○　様

        関東信越厚生局長       ○○　○○

医療従事者慰労金・感染拡大防止等支援事業
８月21日より申請スタート　申請締切は本年12月末

お困りなことがありましたら保険医協会までご相談ください。
電話　076-222-5373 ／ FAX　076-231-5156

●  問い合わせ先

石川県新型コロナウイルス感染症�
緊急包括支援事業運営事務局（医療分）
電話　076-208-5134（平日 9:00 〜 17:00）
FAX　076-208-5138

石 川 保 険 医 新 聞 2020年9月15日（毎月15日発行）（6）第581号



2020年度 診療報酬改定情報

前回は口腔内にわざとフッ素を残すことがう蝕予防効果を生み出す肝であ
ることを書きました。それはフッ化物を含む歯磨剤を用いた場合でも同じこと
で、口腔内に残したフッ化物が唾液と混ざり、歯の表面にしばらく留まること
により、エナメル質の結晶構造が通常結晶構造（ヒドロキシアパタイト）から
フッ素による強化型結晶構造（フルオロアパタイト）への置き換えが進むわけ
です。現在市販されている歯磨剤にはフッ素を含んでいるものが多いので、
歯磨きの最後に歯磨剤を吐き出さず、一回だけ「ブクブクうがい」する方法
も少しずつ広がりを見せてきました。まぁ、あるべき本来の形ですがね。

私には不思議に思えるのですが、洗口法と異なり歯磨剤に含まれるフッ化
物は今では全く問題にされません。量の問題を意識してのことでしょうか。
また、歯磨剤に含まれるフッ化物もフッ化物洗口法に用いられるフッ化物も
同じなのだから、安全性に対する懸念も同時に払拭されて、実施する学校が
増えてもよいと思うのですが、そう簡単にはいかないようです（資料 1）。集
団実施の母体となる学校などには、昔とは異なり安全性以外の課題もあるの
でしょうね。ともかく、当初の実施風景を紹介しておきます（資料 2 ）
上水道フロリデーション

さて、当初から上水道フロリデーションを活用する方法がベストであり、
学校などで実施される集団的フッ素洗口法「ブクブクうがい」は公衆衛生的
う蝕予防法としては次善の策であることは、公衆衛生学的う蝕予防に関わる
専門家なら誰でも理解していました。普及を推進する者たちは、上水道フロ
リデーションの安全性と効果、その世界的普及率の高さ（資料 3 ）、歴史の
長さなどを例示するのですが、馬耳東風。

米国を例にとると、グランド・ラピッズ市の調査（1945年〜1959年）が示
すようにその歴史は長いです。米国の普及率は人口の56％にまで拡大してい
ます。加えて、フッ化物配合歯磨剤に至っては95％を超えるシェア率です
が、それでも暖簾に腕押し。新潟を除いた日本では、どんなに情熱を傾けて
もうまくいかない状況が続きました。その状況は国民ばかりでなく歯科医師
も似たようなものがありました。内なる抵抗勢力が最大の障壁ではないかと
思えたくらいです。今ではかなり改善されたように感じますが・・・（このあ
たりのテーマに関しても多数の論文があります。社会行動学的考察は面白い
テーマなのでしょう）。
「子供の歯を守る会」

50年前にフッ化物洗口に
対する厳しい反応に直面し
た新潟大学予防歯科教室の
諸先輩方も、いきなり上水
道フロリデーションを目指
すのはあまりにハードルが
高いと認識し、小中学校の

「ブクブクうがい」から普
及を広めようとしました。

高いう蝕予防効果が社会に与える絶大な貢献度を胸に秘め、開業すれば約束
されていた金銭に目もくれず、大学からフィールドに飛び出す姿は、それは
それで、後輩の私の目にはカッコよく映りました。しかし、およそ大学に籍
を置く研究者や臨床家の振る舞いとは質を異にした活動は異次元すぎると多
くの人の目に映ったかもしれません。

それでも、紆余曲折、暗中模索の中で、「子供の歯を守る会」という「歯
科では稀有な、患者団体との協働」を設立し、普及への活路を見出すことが
できました。とは言っても多難で、行政関係者、新聞記者、弁護士団体は言
うに及ばず、患者さんからも学校関係者からも素直な理解を得ることは容易
ではありませんでした。それでも、普及への意欲が衰えないところは偉かっ
たなぁと思います。
反対意見への科学的回答

本連載第 1回に登場した超絶的インパクトのある研究は「この前振り」が
あって理解が深まると思います。超絶的予防効果を生み出す取り組みも、新
しい地域に普及拡大を図るたびに、上記のような多くの団体・個人からの「実
施反対」の声が立ちはだかりました。その内容は、当初はともかく、半世紀
にもわたりほとんど同じことを繰り返すだけと私には思えます。時に新しい
視点からの反対意見が登場しますが、ほとんどは笑っちゃうレベルが多いで
す。最近国会で質疑されて注目を浴びた 「飲用されたフッ化物からフッ化水
素が生じるから危ない」などはましな方です。これは、量・濃度による生体
反応の違いを認識できていないことからの誤解・疑問でした。

ル・シャトリエの法則を思い出していただきたいのです。フッ化物洗口法で
は一定の量が必ず飲み込まれますが、その飲み込まれたHFは胃酸という強酸
の環境ではイオン化されないために容易に細胞に吸収されます。細胞内に吸
収されたHFは確かに強酸になりえますが、濃度は薄く、中性の細胞組織内で
容易に希釈されて、無毒化されるというわけです（詳しくは『歯界展望』2020
年 3月号に）。この例に限らず、多くの疑問が投げかけられてきました。そし
て、その疑問に答える論文や解説書が数多く出されてきました。興味をお持
ちの方には、日本口腔衛生学会・フッ化物応用委員会が編集した「フッ化物
応用の科学」をまずお勧めします。今回は、くどい話になってしまいました。

フッ化物洗口
普及にとっての継続的課題普及にとっての継続的課題第6回

紙上よろず勉強会シリーズ
テーマ２

平田　米里 （野々市市・歯科）

2020年度診療報酬改定について、厚労省より 7 月以降も疑義解釈資料や訂正通知が発出されています。会員医療機関に関わると思われる点数を以
下にご紹介いたします。関係のある医療機関は厚労省ホームページ「令和 2 年度診療報酬改定について（https://www.mhlw.go.jp/stf/
seisakunitsuite/bunya/0000188411_00027.html）」や、石川県保険医協会ホームページ「協会ニュース（http://ishikawahokeni.jp/blog/）」にてご確
認ください。また、それに伴いまして各テキストの正誤表・追補表が保団連ホームページ（https://hodanren.doc-net.or.jp/books/060221tensuu.
html）に随時更新されますので、ご確認くださいますようお願い申し上げます。

疑義解釈資料（その30）/2020年9月2日
<医科>� ・重症度、医療・看護必要度
� ・注射の部通則 連携充実加算
疑義解釈資料（その29）/2020年8月25日
<医科>� ・重症度、医療・看護必要度
� ・コンピューター断層撮影診断料
� ・手術の部通則
� ・K924-3同種クリオプレシピテート作製術
<医科疑義解釈の訂正>� ・D237終夜睡眠ポリグラフィー
疑義解釈資料（その23）/2020年7月20日
<医科>� ・A247-2 せん妄ハイリスク患者ケア加算
� ・B001-2 小児科外来診療料・B001-2-11 小児かかりつけ診療料

� ・C150 血糖自己測定器加算
� ・手術の部通則
� ・DPC（「医療資源を最も投入した傷病名」について）
<歯科>� ・H001 摂食機能療法（摂食嚥下支援加算）
令和2年度診療報酬改定関連通知及び官報掲載事項の一部訂正/2020年8月31日
<医科>� ・B001・2　特定薬剤治療管理料
� ・C152-2 持続血糖測定器加算
� ・ 一般病棟用の重症度、医療・看護必要度A・C項目に係るレセプト電

算処理システム用コード
<医科・歯科> �・診療報酬明細書の「摘要」欄への記載事項等一覧（別表Ⅰ）
令和2年度診療報酬改定において経過措置を設けた施設基準の取扱い/2020年9月4日

（資料1） （資料2） （資料3）
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７
月
30
日
（
木
）
に
、
久
保

実
先
生
（
石
川
県
立
総
合
看
護

専
門
学
校
校
長
）
を
講
師
に
お

招
き
し
、
第
６
回
と
な
る
「
原

発
・
い
の
ち
・
み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
内
部
勉
強
会
が
開
催
さ

れ
た
。
久
保
先
生
は
石
川
県
立

中
央
病
院
の
小
児
科
に
長
く
勤

務
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
が
、
そ
の

久
保
先
生
で
あ
っ
て
も
小
児
甲

状
腺
が
ん
は
一
度
も
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
と
の
こ
と
で
、
そ

れ
だ
け
こ
の
疾
患
は
極
め
て
ま

れ
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て

認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

久
保
先
生
は
、
東
電
福
島
第

一
原
発
事
故
後
に
起
こ
っ
て
い

る
小
児
甲
状
腺

が
ん
の
多
発
に

つ
い
て
、
当
初

は
放
射
線
に
よ

る
影
響
を
疑
っ

て
い
た
が
、
放

射
線
の
人
体
・

健
康
へ
の
影
響

や
、
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
原
発
事

故
後
の
小
児
甲

状
腺
が
ん
等
の

発
生
状
況
を
詳

し
く
情
報
収
集
さ
れ
た
上
で
、

事
故
後
10
年
近
く
経
っ
た
現

在
、
放
射
線
の
影
響
に
よ
る
と

は
考
え
に
く
い
と
す
る
考
え
を

述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
、「
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
に
比
べ
て
被
ば
く

線
量
が
低
い
」、「
被
ば
く
か
ら

発
見
ま
で
の
期
間
が
概
ね
１
年

か
ら
４
年
と
短
い
」、「
事
故
当

時
５
歳
以
下
か
ら
の
発
見
が
な

い
」、「
地
域
別
の
発
見
率
に
大

き
な
差
が
な
い
」
の
４
点
を
挙

げ
、
詳
し
く
説
明
し
て
い
た
だ

い
た
。

紙
幅
の
関
係
で
全
て
を
紹
介

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
例

え
ば
、
被
ば
く
線
量
の
問
題
で

は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に

お
け
る
住
民
の
甲
状
腺
被
ば
く

線
量
は
96
％
以
上
が
50m

Sv

以
上
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
福

島
県
の
川
俣
町
、
い
わ
き
市
、

飯
舘
村
の
15
歳
以
下
の
子
ど

も
た
ち
を
測
定
し
た
甲
状
腺

被
ば
く
線
量
は
９
９
・
７
％
が

50 m
Sv

以
下
で
あ
っ
た
（
資

料
１
）。

そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、

旧
ソ
連
は
事
故
当
時
、
牛
乳
の

放
射
線
ヨ
ウ
素
の
基
準
値
を

３
７
０
０
Bq
／
㎏
に
定
め
て
い

た
が
、
乳
児
用
の
粉
ミ
ル
ク
に

は
基
準
値
を
定
め
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
３
７
０
０
Bq
／
㎏
を
超

え
た
粉
ミ
ル
ク
が
流
通
し
て
い

た
。
一
方
、
日
本
で
は
牛
乳
の

放
射
線
ヨ
ウ
素
の
基
準
値
を

３
０
０
Bq
／
㎏
に
定
め
、
同
時

に
乳
児
用
の
牛
乳
や
粉
ミ
ル
ク

に
つ
い
て
は
１
０
０
Bq
／
㎏
と

し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

次
に
、
事
故
当
時
５
歳
以
下

か
ら
の
発
見
が
な
い
こ
と
に
つ

い
て
の
説
明
で
あ
る
が
、
そ
の

前
に
、
放
射
線
の
年
齢
に
よ
る

感
受
性
の
違
い
を
知
っ
て
お
く

必
要
が
あ
る
（
資
料
２
）。
こ

の
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
と
、
３
カ

月
児
や
１
歳
児
と
い
っ
た
小
さ

な
子
ど
も
ほ
ど
、
放
射
線
ヨ
ウ

素
へ
の
甲
状
腺
等
価
線
量
が

著
し
く
高
く
な
る
こ
と
が
理
解

で
き
る
。
そ
の
上
で
資
料
３
を

見
る
と
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で

は
事
故
当
時
０
〜
５
歳
で
あ
っ

た
子
ど
も
に
が
ん
が
多
く
み
ら

れ
た
の
に
対
し
、
福
島
で
は
事

故
当
時
０
〜
５
歳
で
あ
っ
た
子

ど
も
の
発
症
は
ほ
と
ん
ど
み
ら

れ
ず
、
多
く
が
10
歳
以
上
で

あ
る
。

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
久
保

先
生
は
一
部
に
は
放
射
線
の
影

響
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
と
し
つ
つ
、
福
島
で
起
こ
っ

て
い
る
小
児
甲
状
腺
が
ん
の
多

発
は
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
効
果
が

主
で
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

よ
っ
て
見
つ
け
な
く
て
も
よ
い

が
ん
を
見
つ
け
、
手
術
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
と
締
め
く
く

ら
れ
た
。

講
義
の
終
了
後
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
と
盛
ん
な

議
論
が
行
わ
れ
た
が
、
県
民
健

康
調
査
検
討
委
員
会
の
一
部
の

委
員
ら
が
子
ど
も
た
ち
へ
の
甲

状
腺
検
査
を
縮
小
、
あ
る
い
は

中
止
さ
せ
た
い
と
主
張
し
て
い

る
こ
と
に
対
し
、
結
論
づ
け
る

に
は
時
期
尚
早
で
、
県
民
健
康

調
査
は
今
後
も
継
続
さ
せ
て
い

く
べ
き
と
の
考
え
で
意
見
は
一

致
し
た
。

理
事

　斉
藤

　典
才
（
金
沢
市
・
外
科
）

第
６
回
内
部
勉
強
会

福
島
県
の
小
児
甲
状
腺
が
ん

　ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
学
ん
だ
こ
と

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい
その58

シリーズ

資料１
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0－10
mSv

10－20
mSv

20－30
mSv

30－40
mSv

40－50
mSv

＞50
mSv

200－　
500mSv

500－  　
1000mSv

1.0－　
2.0Sv

2.0－　
5.0Sv

5.0Sv超

13％ 12％

52％60％

50％

40％

30％

20％

10％

0

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0

9％ 7％
3％ 1％

チェルノブイリ原発事故
（ベラルーシ、ウクライナの避難者）

東電福島第一原発事故
（飯舘村、川俣村、いわき市の小児）

（
母
数
：
11
万
4
千
人
）

（
母
数
：
小
児
1
千
80
人
）

（2）内部被ばく（甲状腺被ばく）
チェルノブイリの事故における甲状腺被ばくでは、50mSv以上の
被ばくをした住民が全体の96％であったが、一方で東電福島第一
原発事故では、測定された子どもの99.7％が50mSv以下であっ
た（※）。
※平成23年3月24日～30日に実施された小児甲状腺被ばく調査結果による。

事故後２週間の時点でのスク
リーニング調査は、甲状腺線
量が高いと予想された川俣、
いわき、飯舘の15歳以下の
1,080人の子供たちに対し、
サーベイメータを用いて行わ
れた。 
その結果、原子力安全委員会

（当時）が設定したスクリーニ
ングレベルを超える子供はい
ないこと、検査を受けた子供全
員の甲状腺被ばく線量が50ミ
リシーベルト以下であることが
分かった。

【出典】UNSCEAR報告書（2008年）及び放医研論文（NIRS-M-252）から作成

図表　住民の甲状腺等価線量の分布

資料2

3か月児
1歳児
5歳児
大人

ヨウ素131の
預託実効線量係数※1

（μSv/Bq）

ヨウ131を100Bq
摂取したときの

預託実効線量（μSv）

ヨウ131を100Bq
摂取したときの

甲状腺等価線量※2（μSv）
0.18 18 450
0.18 18 450
0.10 10 250
0.022 2.2 55

※1：代謝や体格の違いから、子供は預託実効線量係数が高い
※2：甲状腺の組織加重係数は0.04から算出

μSv/Bq：マイクロシーベルト/ベクレル

出典：国際放射線防護委員会 （ICRP）， ICRP Publication 119,
Compendium of Dose Coefficients based on ICRP Publication 60,
2012

がん・白血病 年齢による感受性の差
子供は小さな大人ではない

子供では大人と比較して、甲状腺
や皮膚のがんリスクが高くなる

資料3
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チェルノブイリ事故当時の年齢（歳） 福島第一原子力発電所事故当時の年齢（歳）

（Takamura N et al. Lancet Diabetes Endo 2016）

甲
状
腺
が
ん
手
術
症
例
数

甲
状
腺
が
ん
診
断
症
例
数

10 12 14 181614121086420

1986－1989 2011年10月－2014年3月
1990－1994
1995－1999
2000－2003

チェルノブイリと福島における小児甲状腺がんと
事故当時年齢との関連

国連核兵器廃絶デー記念上映

［ところ］9月26日（土）～10月2日（金）
 連日 午前10時20分～（１日１回上映）

［ところ］シネモンド
 （〒920-0961  金沢市香林坊2-1-1  香林坊東急スクエア4階）

原爆を投下された広島で奇跡的に焼け残った「被爆ピアノ」と、被
爆2世の調律師として全国に被爆ピアノの音色を届けている矢川光則
さんの実話をもとに、佐野史郎と「AKB48」の武藤十夢のダブル主演
で描くオリジナル映画です。
核戦争を防止する石川医師の会（事務局：石川県保険医協会）で

は、2018年に映画の題材となった被爆ピアノによるコンサートを開催
し、矢川さんにもお話ししていただきました。ぜひこの機会に映画館
にてご覧ください。

［主催・お問い合わせ先］
　　　 シネモンド （電話 076-220-5007、 ホームページhttps://cine-monde.jimdofree.com/）

映画  「おかあさんの被爆ピアノ」

［協力］　核戦争を防止する石川医師の会

講師の久保実先生
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さきごろ、「石川県平和委員会」、「戦争をさせな
い石川の会」のみなさんと一緒に、『記憶の灯り　
希望の宙へ　いしかわの戦争と平和』という冊子を
刊行しました。この図版本は、歴史に関心のある
方々はもとより、広く県民・市民のみなさんに手に
取っていただきたい一冊です。なかでも小・中学校、
高校の現場の先生方に届き、各市町を対象とした地
域学習・平和学習の参考にしていただければと念じ
ています。戦争に反対し、平和を育む社会をつくる
には、やはり「教育の力」が決定的だと思うからで
す。「来る戦争」では、おそらく私たちの世代はほ
とんど事態の推移に関与できません。政治・社会の
動向を決定するのは次の世代で、戦争が始まって一
番直接被害を受けるのは、その次の若い世代です。
そうしたことにならないようにするための一助が、
今回のプロジェクトだと思っています。

石川県の戦争遺産・軍事遺跡を紹介した同書のな
かでは、「平和憲法」の項目を設け、憲法記念碑に
ついても紹介しています。県下には、団体や個人が
建立した憲法記念碑が、数か所確認されています。

「憲法九条の理念を永遠に刻みたい」という人々の
想いが伝わるモニュメントです。具体的には、加賀
市直下町の「日本国憲法九条の碑」（1992年、西山
誠一氏建立）、鹿島郡中能登町徳丸の「日本国憲法

九条の碑」（2004年、杉本平治氏建立）、輪島市門前
町内保の「日本国憲法の碑」（2015年、川上清松氏
建立）などです。

例えば、直下町の「九条の碑」は、三谷小学校運
動場裏山の「平和の丘」に建っています。聞き取り
調査によれば、戦後「三谷地区戦没者慰霊塔」移設
の話が持ち上がり、跡地を買い受けた直下町の農
業・西山氏が、改めて「憲法九条の碑」を建立し
たとのこと。碑の裏面には、「アジア太平洋地域の、
戦争犠牲者に思いを馳せ、心に刻みつゝ」と記され
ています。

こうしたなかでも、筆者がとくに関心を持ったの
が、小松市串町の串八幡神社境内に建つ憲法発布記
念碑です。同碑は、1947（昭和22）年 9 月、地元串
町民24人が、男性の初老（40歳）の厄払いと、青年
男性の五五（ごご・25歳）を祝い、合同で憲法発布
記念碑を奉納したものだといいます。経済的に若干
余裕のあった初老組と、五五を祝う若者たちの「新
しい憲法」に対する想いが結合し、「憲法発布記念
碑」建設に結びついたものと言えましょう。戦争か
ら解放された若者たちは、新しい憲法を大歓迎し、
青年団活動に参加するなど社会運動に目覚めたので
す（以上、同書91頁参照）。

小松の串といえば、江戸時代から「串茶屋」が置

かれた遊廓（宿場・休み茶屋）の街としても知られ
ます。串茶屋町の東にある共同墓地内には、江戸時
代中期から明治時代初期に建立された数多くの遊女
の墓も守り伝えられています。こうした地域の歴
史・文化からも人権や差別をめぐる民衆意識が根づ
いていたのかもしれません。

「憲法」を日常生活で意識することはなかなかありませんが、性別や人種によって差別されないこと
や、健康で文化的な生活を過ごすことなど、私たちが暮らしていく上で大切な権利を保障しています。
しかし、実際には権利が守られていない現状もあります。このシリーズは、憲法の理念を再確認し、そ
れを実現する社会保障制度を考える 1歩にしようという企画です。
戦争の面影が残る建物・場所が石川県内にも多く残されています。こんな場所に、あんなところに、

と知るほど、戦争は遠い昔の出来事でなく、現在と地続きの出来事だと感じられます。 8月に石川県
の戦争遺産を収録した『記憶の灯

あか
り　希望の宙

そら
へ　いしかわの戦争と平和』が発刊され、執筆者の皆さ

んにリレー形式でご寄稿いただきます。

日本国憲法第 9 条
日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平

和を誠実に希求し、国権の発動たる戦争と、武
力による威嚇又は武力の行使は、国際紛争を解
決する手段としては、永久にこれを放棄する。

〈シリーズ〉憲法を生きる㉖

小松市・串八幡神社境内の憲法発布記念碑
本康　宏史 金沢星稜大学経済学部教授

石川の戦争遺産（その1）

串八幡神社境内に建つ憲法発布記念碑

自在性が魅力です！
○急な出費にも1口単位で解約できます  
○払込が困難な時には「掛金中断」もできます
○年金の受け取りは「受給時」に ①10年定額年金 ②15年定額年金
　③15年逓増年金 ④20年逓増年金 から選択、または一括受け取り
○万一の時にはご遺族に全額給付

保険医年金は、国の公的年金制度が不十分なためにつくられた医師・歯科医師
を対象とする積立型の年金制度（拠出型企業年金保険）です。1968年に創設して
以来、わが国有数のスケールに発展しています。
保険医年金では、年金制度でもっとも大事な加入者の年金給付を守ることを
重視し、これまでに年金受給者の年金額をカットしたことは一度もありません。

年金資産は6社の生保会社でリスク分散されています。

※普及期間中には、保険医年金の引受保険会社のうち、大樹生命（旧 三井生命）、明治安田生命、
富国生命の普及担当者が制度内容等をご案内します。

※ここでは制度の概要をお知らせしております。詳細についてはパンフレットをご確認ください。

全国の会員から、自在性・柔軟性に富む保険医年金が評価されています。
お問い合わせは 石川県保険医協会まで

Tel：076-222-5373  Fax：076-231-5156

9月1日から10月25日まで

明日のための安心設計

保険医年金の
おすすめ

この機会にぜひ加入・増口をご検討ください。
ご加入日 2021年1月1日
加入資格 新規は満74歳、増口は満79歳まで

の保険医協会の会員
月　払

１口１万円
一時払

１口50万円予定利率
（2020年9月1日現在）1.259％1.259％

加入・増口の
受付は

※2019年度は上乗せ配当があり、予定利率と合わせて配当率
は1.338％となりました。

石 川 保 険 医 新 聞 第581号（9）2020年9月15日（毎月15日発行）



原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
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）
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3
7
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２
０
１
９
年
３
月
18
日

目
が
覚
め
る
と
、
奇
岩
の

真
っ
直
中
。
世
界
遺
産
メ
テ
オ

ラ
修
道
院
群
へ
出
発
。
狭
い
ク

ネ
ク
ネ
し
た
道
を
バ
ス
で
登
っ

て
い
く
。

ま
ず
、
メ
ガ
ロ
メ
テ
オ
ロ
ン

修
道
院
。
よ
く
ぞ
こ
の
奇
岩
群

に
修
道
院
を
建
て
よ
う
と
思
っ

た
も
の
だ
。
技
術
力
と
忍
耐
に

は
頭
が
下
が
る
。
今
は
階
段
だ

が
、
以
前
は
塔
か
ら
吊
さ
れ
た

梯
子
だ
っ
た
。
実
際
に
使
わ
れ

て
い
た
昔
の
台
所
に
は
、
水
瓶

や
窯
や
ワ
イ
ン
し
ぼ
り
な
ど

様
々
な
用
具
が
。
ギ
リ
シ
ア
正

教
の
修
道
院
文
化
が

色
濃
く
残
っ
て
い

る
。
次
に
、
垂
直
な

奇
岩
の
上
に
建
つ
ア

ギ
ア
・
ト
リ
ア
ダ
修

道
院
（
外
観
）
が
見

え
る
場
所
で
下
車
。

そ
し
て
、
山
道
を
歩

い
て
ル
サ
ヌ
女
子
修

道
院
へ
。
見
晴
ら
し

が
最
高
。
質
素
の
中

に
豊
か
さ
が
あ
る
。

こ
の
地
な
ら
で
は

の
最
高
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
昼

食
。
修
道
士

た
ち
が
修
行

の
た
め
に

掘
っ
た
と
思

わ
れ
る
穴
が

奇
岩
群
に
見

ら
れ
る
。
昼

食
は
ズ
ッ

キ
ー
ニ
の
フ

ラ
イ
と
ラ
ハ

ノ
ド
ル
マ
テ
ス
（
ギ
リ
シ
ャ
風

ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
）。

３
月
19
日

エ
ー
ゲ
海
ク
ル
ー
ズ
に
出

発
。
バ
ス
に
て
ピ
レ
ウ
ス
港

へ
。
も
う
長
蛇
の
列
。
だ
が
Ｊ

Ｔ
Ｂ
は
す
ご
い
。
２
階
の
特
等

席
を
確
保
し
て
あ
っ
た
。
最
初

の
寄
港
地
、
イ
ド
ラ
島
が
近
づ

い
て
き
た
。
イ
ド
ラ
島
滞
在
は

１
時
間
30
分
。
街
並
み
の
統
一

感
が
き
れ
い
。
中
腹
ま
で
細
い

迷
路
が
続
く
。
教
会
が
目
に
留

ま
り
立
ち
寄
る
。
絵
と
エ
コ

バ
ッ
グ
を
購
入
。

ポ
ロ
ス
島
滞
在
は
45
分
。
時

計
台
を
目
指
す
。
高
台
か
ら
の

眺
め
は
、
青
い
空
、
青
い
海
に

オ
レ
ン
ジ
の
瓦
に
白
い
壁
。
エ

ギ
ナ
島
は
ゆ
っ
た
り
１
時
間
50

分
。
近
代
ギ
リ
シ
ャ
独
立
時
の

首
都
、
本
土
か
ら
近
い
こ
と
も

あ
り
大
に
ぎ
わ
い
。
ギ
リ
シ
ャ

コ
ー
ヒ
ー
を
初
体
験
。
粉
が
沈

む
の
を
待
っ
て
、
す
す
っ
て
飲

む
。
コ
ク
が
あ
り
味
わ
い
深

い
。
ピ
ス
タ
チ
オ
の
ア
イ
ス
も

う
ま
い
。
名
物
ピ
ス
タ
チ
オ
を

屋
台
で
購
入
。

ピ
レ
ウ
ス
港
に
戻
り
、
夕
食

は
ハ
ー
バ
ー
沿
い
の
レ
ス
ト
ラ

ン
に
て
魚
料
理
。
イ
カ
も
エ
ビ

も
う
ま
い
。
大
き
な
鯛
に
ビ
ッ

ク
リ
。
ギ
リ
シ
ャ
最
後
の
夜
が

更
け
て
い
く
。

３
月
20
日

荷
物
の
パ
ッ
キ
ン
グ
を
済
ま

せ
朝
食
。
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
は

曇
り
空
。
今
日
ま
で
い
い
天
気

が
続
い
た
か
ら
良
し
と
し
よ

う
。
予
定
よ
り
か
な
り
早
く
ア

テ
ネ
市
内
観
光
に
出
発
だ
。

ま
ず
、
ア
ク
ア
ポ
リ
ス
の
丘

へ
。
朝
早
く
来
て
良
か
っ
た
。

帰
り
に
は
大
混
雑
だ
っ
た
。
紀

元
前
３
５
０
０
年
頃
か
ら
こ
の

高
台
に
人
々
が
住
み
始
め
、
紀

元
前
13
世
紀
に
城
壁
が
造
ら

れ
、
何
度
か
破
壊
さ
れ
、
紀
元

前
４
世
紀
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿

な
ど
が
建
て
替
え
ら
れ
た
。
紀

元
前
の
世
界
へ
と
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
。
ア
テ
ナ
・
ニ
ケ
神

殿
、
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
、
エ
レ

ク
テ
ィ
オ
ン
神
殿
、
デ
ュ
オ

ニ
ュ
ソ
ス
劇
場
、
イ
ロ
デ
ィ

オ
・
ア
ッ
テ
ィ
コ
音
楽
堂
な
ど

見
ど
こ
ろ
満
載
。
パ
ル
テ
ノ
ン

神
殿
の
修
復
に
は
18
年
か
か
る

そ
う
だ
。
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
は

黄
金
比
「
１
対
１
・
６
１
８
」

を
用
い
、
安
定
し
た
美
観
を
追

求
し
た
。
日
本
で
は
白
銀
比

「
１
対
１
・
４
１
４
」
が
力
学
的

に
丈
夫
な
建
築
方
式
と
さ
れ
て

い
る
。

次
に
、
パ
ナ
シ
ナ
イ
コ
ス
タ

ジ
ア
ム
（
第
１
回
近
代
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
場
）
へ
。
観
客
席

が
全
て
大
理
石
で
で
き
て
い

る
。
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
が
丘
の

上
に
見
え
る
。
国
立
考
古
学
博

物
館
へ
。
こ
れ
が
紀
元
前
に
造

ら
れ
た
馬
と
少
年
と
は
。
表
情

や
筋
肉
な
ど
造
形
が
す
ご
い
。

プ
ラ
カ
の
昼
食
で
ゲ
ミ
ス
タ

（
ト
マ
ト
と
ピ
ー
マ
ン
の
ピ
ラ

フ
の
詰
め
物
）
を
味
わ
う
。
プ

ラ
カ
の
街
を
楽
し
く
散
策
し
、

旅
の
記
念
の
絵
を
購
入
。
絵
の

作
者
の
リ
タ
さ
ん
と
も
楽
し
く

交
流
。
帰
路
に
つ
く
。

小島　登（内灘町・歯科）

　ぼるくん　ぼるくんのの 　界を歩く　界を歩く世世
奇岩の上の修道院奇岩の上の修道院
《第13回》ギリシャ編②

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え3面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独4 3
6 9 4

3 5 7
3 9 4 6

3 7 □
2 1 8 9

1 4 8
9 8 □ 2
7 2

聞
き
書
き
っ
て
、
聞
い
た
こ
と
な
い
で
す
か
。
そ
う
で
す

よ
ね
ぇ
、
知
ら
れ
て
な
い
で
す
よ
ね
ぇ
。
ま
ぁ
、
玄
関
先

じ
ゃ
な
ん
な
ん
で
、
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。
狭
い
診
療

所
で
申
し
訳
な
い
で
す
が
、
ど
う
ぞ
、
ど
う
ぞ
。
居
間
み
た

い
な
感
じ
で
す
が
、
一
応
待
合
室
な
ん
で
す
よ
。
ほ
ん
と
今

日
も
暑
い
で
す
よ
ね
ぇ
。
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
で
い
い
で
す

か
。
は
い
、
ど
う
ぞ
。
自
分
も
座
ら
せ
て
も
ら
い
ま
す
ね
。

よ
い
し
ょ
っ
と
。

そ
う
、
そ
う
、
聞
き
書
き
っ
て
い
う
の
は
、
お
年
寄
り
が

話
し
た
い
話
を
聞
い
て
、
そ
の
人
の
話
し
言
葉
で
書
い
て
、

一
冊
の
本
に
す
る
っ
て
、
言
わ
れ
て
ま
す
。「
凪
の
い
え
」

の
西
田
ま
ち
子
さ
ん
に
、
９
年
ぐ
ら
い
前
に
教
え
て
も
ら
っ

て
、
ど
っ
ぷ
り
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
ぇ
。
そ
う
、
自

分
で
も
何
冊
か
作
り
ま
し
た
よ
。
最
近
、
サ
ボ
っ
て
ま
す
が

ね
。
ア
ッ
、
ハ
ッ
、
ハ
。

隣
の
部
屋
に
あ
っ
た
か
な
ぁ
。
あ
ぁ
、
あ
っ
た
、
あ
っ

た
。
Ａ
５
サ
イ
ズ
で
、
写
真
と
か
入
れ
て
ね
、
子
ど
も
の
こ

ろ
の
話
と
か
、
戦
争
の
話
と
か
、
家
族
の
話
と
か
、
好
き
な

話
を
話
し
言
葉
で
書
く
ん
で
す
よ
。
方
言
と
か
入
れ
た
り
、

笑
い
声
と
か
入
れ
た
り
し
て
ね
。
そ
の
人
ら
し
い
文
章
に
し

て
書
く
ん
で
す
。
言
っ
て
な
い
こ
と
で
も
、
そ
の
人
ら
し
く

な
り
そ
う
な
ら
、
ち
ょ
っ
と
話
を
盛
っ
た
り
も
し
ま
す
ね
。

そ
う
、
製
本
ま
で
自
分
で
す
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
出
来
上

が
っ
た
聞
き
書
き
本
を
ご
本
人
に
お
渡
し
す
る
ん
で
す
が
、

皆
さ
ん
大
変
喜
ん
で
く
れ
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
た
ま
ら
な

く
て
、
聞
き
書
き
続
け
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

２
年
に
１
回
聞
き
書
き
学
校
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
て
、
今

年
は
熊
本
で
あ
る
予
定
だ
っ
た
ん
で
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
で

ね
ぇ
、
中
止
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
全
国
か
ら
聞
き
書
き
仲
間

が
集
ま
っ
て
３
日
間
、
聞
き
書
き
の
勉
強
し
て
、
ワ
イ
ワ
イ

交
流
す
る
ん
で
す
。
１
０
０
人
く
ら
い
集
ま
る
の
か
な
ぁ
。

楽
し
み
に
し
て
た
の
に
残
念
で
な
ら
ん
で
す
。
は
や
く
コ
ロ

ナ
落
ち
着
い
た
ら
い
い
で
す
よ
ね
ぇ
。

３
年
前
か
ら
訪
問
診
療
を
中
心
に
や
っ
て
る
ん
で
す
が
、

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
と
お
話
し
す
る
と
き
、
聞
き
書
き
み
た

い
に
聞
い
て
い
る
な
ぁ
と
最
近
気
付
い
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
初

め
て
お
宅
に
お
邪
魔
す
る
と
き
、
１
時
間
く
ら
い
お
話
を
聞

い
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
が
、
ま
さ
に
聞
き
書

き
だ
な
ぁ
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
ぇ
。
カ
ル
テ
に
聞
き

書
き
風
に
書
い
た
ら
、
ほ
ん
と
の
聞
き
書
き
に
な
る
ん
で
す

が
、
そ
こ
ま
で
は
い
け
て
な
い
な
ぁ
。
今
度
、
挑
戦
し
て
み

よ
う
か
な
ぁ
。

あ
っ
、
も
う
こ
ん
な
時
間
で
す
ね
。
お
忙
し
い
の
に
お
話

を
聞
い
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
も
し
興

味
が
わ
い
て
き
た
ら
い
っ
し
ょ
に
聞
き
書
き
や
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
そ
う
、
そ
う
、
い
っ
し
ょ
に
や
り
ま
し
ょ
う
よ
。
ま

た
来
て
く
だ
さ
い
ね
。
連
絡
待
っ
て
ま
す
よ
。
は
い
、
ぜ

ひ
。
そ
れ
で
は
、
ま
た
今
度
。

 

「
聞
き
書
き
」の
す
す
め

�

野
口
　
晃
（
金
沢
市
・
内
科
）

奇岩群の中に建つメガロメテオロン修道院

国立考古学博物館の「馬と少年」

エーゲ海クルーズ。
ポロス島の町並みを背景に

（解答は 3 面にあります）

〈ヒント〉馬がよく働く……。
 （10分で二段）

■出題
　九段　西村一義

中級編
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